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本書の使い方
本機を使用する前に必ずこのマニュアルをお読みください。このマニュアルは、読み終わったあ
とも必ず保管してください。

本書の表記
■ 本文中では、説明する内容によって、次のマークを使用しています。

注記
必ず知っておいていただきたい情報、操作するときに必ず確認していただきたい情報を記載して
います。

補足
操作の参考になる情報を記載しています。 
参照
参照先を記載しています。

■ 本文中では、次の記号を使用しています。

■ Microsoft  Windows Operating Systemを「Windows」と表記しています。

「　　　」 ･ 本書内にある参照先を表しています。
･ 機能の名称やタッチパネルディスプレイのメッセージ、入力文字列などを表
しています。

『　　　』 ･ 参照するマニュアルを表しています。

［　　　］ ･ 複合機のタッチパネルディスプレイに表示されるボタンやメニューなどの
名称を表しています。
･ コンピューターの画面に表示されるメニュー、ウィンドウ、ダイアログボッ
クスなどの名称と、それらに表示されるボタンやメニューなどの名称を表し
ています。

｛　　　｝ ･ 操作や動作環境によって変わる値を表しています。
例：［｛ログインユーザー名｝］が表示されます。

〈　　　〉ボタン ･ 複合機の操作パネル上のハードウェアボタンを表しています。

〈　　　〉キー ･ コンピューターのキーボード上のキーを表しています。

＞ ･ 操作パネルやコンピューターで順に項目を選択する手順を、省略して表して
います。
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1 デバイス設定バックアップサービスの概
要

デバイス設定バックアップサービスとは
デバイス設定バックアップサービスとは、複合機の設定情報をクラウドやコンピューターにバッ
クアップしたり、ほかの複合機に複製したりできるサービスです。複合機を入れ替えたときの設
定情報の移行時間を短縮できます。デバイス設定バックアップサービスは、デバイス設定バック
アップサービスのクラウドサービス、設定バックアップ（複合機のカスタムサービス、およびプ
ラグイン）とデバイス設定編集ツールで構成されています。

参照
･『設定バックアップ 取扱説明書』

デバイス設定バックアップサービスは、クラウド接続、オンプレミス接続のどちらかで利用でき
ます。
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クラウド接続
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

クラウドサービスとクラウド接続し、クラウド上にバックアップした設定データを、移行先の複
合機にインストールします。デバイス設定編集ツールで、クラウド上に保存された設定データを
表示したり、確認したりできます。

まず、複合機にインストールした設定バックアップで、クラウド上のデバイス設定バックアップ
サービスに、設定データをバックアップします。
デバイス設定編集ツールで、クラウドサービスにログインし、デバイス設定情報をクラウドサー
ビスからダウンロードします。
デバイス設定編集ツール上で設定データを編集したあと、保存した設定データをクラウドサービ
スに送信します。

クラウドサービスに
設定データをバックアップ

デバイス設定編集ツール

デバイス設定バックアップサービス
のクラウドサービス

設定データの確認・編集

クラウドサービスから
設定データをインストール

クラウドサービス
から設定データを
ダウンロード、
または
エクスポート

クラウドサービ
スに設定データ
を送信、または
インポート

設定バックアップ 設定バックアップ
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オンプレミス接続
クラウド接続できないユーザ環境の場合、デバイス設定編集ツールを経由して、移行元の複合機
から移行先の複合機に、設定データを移行します。

デバイス設定編集ツールを起動し、移行元の複合機の設定データを取得します。
複合機側の設定バックアップから PCや共有フォルダーに設定情報ファイルを保存し、保存され
た設定データをデバイス設定編集ツールで取得することもできます。
デバイス設定編集ツールで、取得した設定データを編集したあと、移行先の複合機に設定データ
を送信します。  

補足
･ クラウド接続時の設定データと、オンプレミス接続時の設定データは共有できません。クラウド接続
時の設定データをオンプレミス接続時に読み込んだり、オンプレミス接続時の設定データをクラウド
接続時に読み込むことはできません。

共有フォルダーに
設定データを
バックアップ

デバイス設定編集ツール

設定データの確認・編集

設定データを
インストール

LAN経由で
設定データを送信

LAN経由で
設定データを取得

共有フォルダーから
設定データを取得

設定バックアップ 設定バックアップ
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デバイス設定バックアップサービスを利用するための設定

デバイス設定バックアップサービスを申し込む
富士フイルム BIダイレクトのホームページから、デバイス設定バックアップサービスの申し込
みを行ってください。
クラウド接続を行う場合、ユーザー登録を行ってください。
ユーザー登録は、富士フイルム BIダイレクトのテナント管理画面から行います。

デバイス設定編集ツールを準備する
デバイス設定編集ツールを PCにセットアップします。

デバイス設定編集ツールをインストールする
デバイス設定編集ツールを PCにインストールします。

 ・「デバイス設定編集ツールのインストール」
（P.84）

参照

セットアップに必要な動作環境を準備します。

 ・「必要な環境」（P.84）参照
動作環境を確認する
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デバイス設定の移行の流れ（クラウド接続）
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

デバイス設定編集ツールを利用して、クラウド上にバックアップした設定データを移行先の複合
機にインストールする操作の流れを次に示します。

設定バックアップ

（必要に応じて）

設定データのバックアップ

設定データを送信

確認・編集

設定データ取得

PCに一時保存

設定データのインストール

デバイス設定バックアップ
サービスのクラウドサービス

　デバイス設定編集ツール 複合機管理

設定情報管理

設定データのバックアッ
プ /インストール

複合機の操作パネルから
複合機を登録

設定バックアップ

リモート指示
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デバイス設定の移行の流れ（オンプレミス接続）
デバイス設定バックアップサービスを利用して、デバイス設定情報を移行する操作の流れを次に
示します。

設定バックアップ

（必要に応じて）

設定データのバックアップ

設定データを送信

確認・編集

設定データ取得

PCに一時保存

設定データのインストール

　デバイス設定編集ツール

複合機の IPアドレス指定、または設定情報ファイルを保存した場所を指定

設定バックアップ
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2 デバイス設定編集ツールの使い方
デバイス設定編集ツールを起動する

デバイス設定編集ツールのインストール
デバイス設定編集ツールをインストールします。

参照
･「デバイス設定編集ツールのインストール」（P.84）

デバイス設定編集ツールを起動する（クラウド接続の場合）
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

0

1 スタートメニューから［FUJIFILM デバイス設定編集ツール］＞［FUJIFILM デバイス設定
編集ツール］を選択します。
起動画面が表示されます。

補足
・デスクトップの［FUJIFILMデバイス設定編集ツール］ のショートカットをダブルクリック
しても、起動画面が表示されます。

2 ［サービスにログイン］をクリックします。

システムログイン画面が表示されます。
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3 ログインするユーザー IDとパスワードを入力し、［ログイン］をクリックします。
認証器が登録されている場合は、ユーザー ID とパスワードの入力のかわりに、［登録済み認証
器を使用する］を選択してログインできます。

補足
･［ログイン］が表示されない場合は、コントロールパネルからインターネットオプションを選択
し、［セキュリティ］タブで［レベルのカスタマイズ］を選択して、次の設定をしてください。
- Javaアプレットのスクリプト：有効にする
- XSSフィルターを有効にする：有効にする
-アクティブスクリプト：有効にする
-スクリプトでのステータスバーの更新を許可する：有効にする
-スクリプトによる貼り付け処理の許可：ダイアログを表示する
-スクリプト化されたウィンドウを使って情報の入力を求めることをWebサイトに許可する：
有効にする

4 多要素認証を有効にしている場合、次の操作をします。
参照
・多要素認証の詳細ついては、次のウェブサイトをご覧ください。
日本国内のお客様は下記のウェブサイトを参照ください。
-多要素認証について：https://direct-fb.fujifilm.com/ap1/sc/auth/ja/overview/

mfa/index.html
-ログイン操作ユーザーガイド：https://direct-fb.fujifilm.com/ap1/sc/auth/ja/

manual/index.html
-注意制限事項：https://direct-fb.fujifilm.com/ap1/sc/auth/ja/notes/mfa/

index.html
日本国外のお客様は下記のウェブサイトを参照ください。
-多要素認証について：https://direct-fb.fujifilm.com/ap2/sc/auth/ja/overview/

mfa/index.html
-ログイン操作ユーザーガイド：https://direct-fb.fujifilm.com/ap2/sc/auth/ja/

manual/index.html
-注意制限事項：https://direct-fb.fujifilm.com/ap2/sc/auth/ja/notes/mfa/

index.html

認証器を使用してログインする場合

(1) 認証器でログインするとき、[登録済み認証器を使用する ]を選択して、［次へ］をクリック
します。

(2) 登録済みの認証器を操作してログインします。

ワンタイムパスワードを使用してログインする場合

(1)［ワンタイムパスワードを受け取る］を選択して、［次へ］をクリックします。

(2) メールアドレスに受信したワンタイムパスワードを入力して、［ログイン］をクリックします。

デバイス設定の選択画面が表示されます。
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5 デバイス設定の一覧から、編集するデバイス設定をクリックします。

デバイス設定の編集画面が表示されます。

デバイス設定編集ツールを起動する（オンプレミス接続の場合）
0

1 スタートメニューから［FUJIFILM デバイス設定編集ツール］＞［FUJIFILM デバイス設定
編集ツール］を選択します。
起動画面が表示されます。

補足
・デスクトップの［FUJIFILMデバイス設定編集ツール］ のショートカットをダブルクリック
しても、起動画面が表示されます。

2 ［機器に接続］をクリックします。
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3 設定データを取得する複合機の IPアドレスを指定して、［OK］をクリックします。
補足
・PC上や共有フォルダにある設定情報ファイルを指定する場合は、ファイル名をフルパスで指定
して、［OK］をクリックしたあと、手順 5に進みます。

4 複合機の機械管理者のユーザー名とパスワードを入力して、［OK］をクリックします。
補足
・次のメッセージが表示された場合は、［継続する］をクリックします。

5 データを参照するためのパスワードを入力して、［OK］をクリックします。
デバイス設定の編集画面が表示されます。

補足
・パスワードは、設定バックアップ（複合機のカスタムサービスまたはプラグイン）で設定します。
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デバイス設定編集ツールを終了する
0

1 ヘッダーの ＞［終了］の順に選択します。

補足
・ウィンドウの右上の［×］ボタンをクリックしても終了します。

2 終了を確認する画面で［OK］をクリックします。
デバイス設定編集ツールが終了します。
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デバイス設定編集ツールの画面構成

ログイン画面
デバイス設定編集ツールにログインしたときに表示される画面です。

表示内容 説明

サービスにログイン クラウド接続する場合にクリックします。

機器に接続 複合機とオンプレミス接続する場合にクリックします。

メニュー クリックすると、メニュー画面が表示されます。次のどれかを選択できま
す。
･ ヘルプ
･ バージョン情報
･ Readme
･ 終了

メニュー
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デバイス設定の選択画面（クラウド接続）
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

クラウド接続で、デバイス設定編集ツールにログインしたときに表示される画面です。

表示内容 説明

ヘッダー ログイン情報とメニューが表示されます。

ログインユーザー名 現在ログインしているユーザー名が表示されます。

メニュー クリックすると、メニュー画面が表示されます。次のどれかを選択できま
す。
･ ヘルプ
･ バージョン情報
･ Readme
･ 終了

検索ボックス 検索ボックスにテキストを入力すると、入力した文字を含む、デバイス設
定データが検索され、表示されます。

デバイス設定の一覧 設定内容を表示・編集できるデバイス設定データが一覧で表示されます。
表示・編集するデバイス設定の設定情報名を選択すると、デバイス設定の
編集画面が表示されます。
バックアップファイルがない場合、またはログインユーザーがバックアッ
プファイルをすべて削除した場合は「編集できるバックアップファイルは
ありません」というメッセージが表示されます。

一時保存ファイルの読み
込み

PCに保存済みの一時保存ファイルがある場合に表示されます。
クリックすると、PCに保存済みの一時保存ファイルをインポートします。

一時保存したデータの削
除

PCに保存済みの一時保存ファイルがある場合に表示されます。
クリックすると、PCに保存済みの一時保存ファイルが削除されます。

デバイス設定の一覧

ヘッダー

検索ボックス



2  デバイス設定編集ツールの使い方

17

デバイス設定の編集画面（クラウド接続）
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

デバイス設定を選択したあとに表示される画面です。

表示内容 説明

ヘッダー メニューが表示されます。

ログインユーザー名 ログインユーザー名が表示されます。

メニュー クリックすると、メニュー画面が表示されます。次のどれかを選択
できます。
･ ヘルプ
･ バージョン情報
･ Readme
･ 終了

設定情報名 デバイス設定データの名前が表示されます。設定情報名は、設定
バックアップでバックアップを実行したときに、自動的に設定され
ます。

編集 設定情報名を編集するときにクリックします。最大文字数は 128文
字です。

メモ デバイス設定データに設定されたメモが表示されます。メモは、設
定バックアップでバックアップを実行したときに、自動的に設定さ
れます。

編集 メモを編集するときにクリックします。テキストは複数行入力でき
ます。最大文字数は 512文字です。
メモを編集することで、メモを目印にして、設定情報を見つけやす
くできます。

ヘッダー

デバイス設定
項目の一覧
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デバイス設定の編集画面（オンプレミス接続）
デバイス設定ファイルを取得したあとに表示される画面です。

最終更新日時 デバイス設定データの最終更新日時が表示されます。

デバイス設定項目の一覧 デバイス設定項目と、その項目の最終更新日時が表示されます。

設定情報ファイルを削除 表示されているデバイス設定データをデバイス設定バックアップ
サービスから削除します。

一時保存 編集中のデバイス設定データを PCに保存するときにクリックしま
す。

サービスに送信 デバイス設定バックアップサービスに、デバイス設定情報を送信す
るときにクリックします。

一覧に戻る クリックすると、デバイス設定の選択画面に戻ります。

表示内容 説明

ヘッダー メニューが表示されます。

メニュー クリックすると、メニュー画面が表示されます。次のどれかを選択でき
ます。
･ バックアップを保存
･ バックアップをインポート
･ ヘルプ
･ バージョン情報
･ Readme
･ 終了

表示内容 説明

デバイス設定
項目の一覧

ヘッダー
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デバイス設定編集ツールを操作する
補足
･ オンプレミス接続の画面を例に手順を説明しています。

デバイス設定の基本情報を編集する
0

1 デバイス設定の編集画面を表示します。

2 ［設定情報名］、または［メモ］の右横の［編集］をクリックします。

3 ［設定情報名］、または［メモ］を入力して、［保存］をクリックします。
設定が変更され、デバイス設定の編集画面に戻ります。

設定情報名 デバイス設定データの設定情報名が表示されます。設定情報名は、設定
バックアップでバックアップを実行したときに、自動的に設定されま
す。

編集 設定情報名を編集するときにクリックします。最大文字数は 128文字
です。

メモ デバイス設定データに設定されたメモが表示されます。メモは、設定
バックアップでバックアップを実行したときに、自動的に設定されま
す。

編集 メモを編集するときにクリックします。テキストは複数行入力できま
す。最大文字数は 512文字です。
メモを編集することで、メモを目印にして、設定情報を見つけやすくで
きます。

最終更新日時 デバイス設定データの最終更新日時が表示されます。

デバイス設定項目の一覧 デバイス設定項目と、その項目の最終更新日時が表示されます。

設定情報ファイルを削除 表示されているデバイス設定データを削除します。

バックアップを保存 編集中のデバイス設定データを PCに保存するときにクリックします。

機器に送信 移行先の複合機に、デバイス設定情報を送信するときにクリックしま
す。

読み込み方法の指定に戻る クリックすると、デバイスの IPアドレスを指定する画面に戻ります。

表示内容 説明
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デバイス設定項目を確認・編集する
0

1 デバイス設定の編集画面の項目名一覧から、設定を確認・編集する項目名をクリックします。

2 各項目を確認・編集します。

補足
・表示される設定名の数は、機種によって異なります。移行元の複合機にない機能（設定名）は表
示されません。

・移行元の複合機にはあるが、移行先にはない機能（設定名）もデバイス設定編集ツールで表示さ
れるため、設定した値が移行先の複合機に必ず反映されるとは限りません。

・読み込んだ値が設定できる値の範囲外の場合、設定項目の枠が黄色く表示されます。 
黄色い枠が表示されている項目を正しい範囲内に設定したら、［更新］をクリックできるように
なります。 

・検索ボックスにテキストを入力すると、項目名に該当する文字列がある場合、その行だけが項目
名の一覧に表示されます。 
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共通設定
0

1 編集する共通設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

節電モードの設定＞節電モード移行時間＞最終
操作からスリープモード（分）

1～ 240（分）
補足
･ 低電力モードが無効の場合は無視されます。
･ 最大値は、機種によって異なります。

節電モードの設定＞節電モード移行時間＞最終
操作から低電力モード（分）

1～ 240（分）
補足
･ 低電力モードが無効の場合は無視されます。
･ 最大値は、機種によって異なります。

レポート設定＞通信管理レポート 自動出力しない
自動出力する

レポート設定＞ジョブフローエラーレポート 自動出力しない
自動出力する

レポート設定＞ジョブ履歴レポート 自動出力しない
自動出力する

レポート設定＞未送信レポート 自動出力しない
自動出力する

レポート設定＞レポート出力ボタンの表示 しない
する

レポート設定＞取消し文書の未送信レポート 自動出力しない
自動出力する
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レポート設定＞親展受信レポート 自動出力しない
自動出力する

レポート設定＞通信管理レポート － 相手表示 先端 40桁を表示
後端 40桁を表示

レポート設定＞転送モニターレポート 自動出力する
未送信レポートのみ出力
自動出力しない

レポート設定＞同報 /集信レポート 自動出力しない
自動出力する
通信エラー時のみ自動出力［すべての通信］
通信エラー時のみ自動出力［エラーが発生した通信
のみ］

画面 /ボタンの設定＞USBメモリー検出時の
画面表示

しない
スキャナー (USBメモリー保存 )
文書プリント
デジカメプリント
機能選択画面
カスタムサービス

画面 /ボタンの設定＞アップダウンボタンの操
作 

押し続け操作を禁止
押し続け操作を許可

画面 /ボタンの設定＞キーボード入力制限 しない
する（ASCIIのみ）

画面 /ボタンの設定＞セキュリティ警告 -
SNMP設定 

警告画面表示しない
警告画面を表示する

画面 /ボタンの設定＞セキュリティ警告 -グ
ローバル IPアドレス

警告画面表示しない
警告画面を表示する

画面 /ボタンの設定＞セキュリティ警告 -機械
管理者設定

警告画面表示しない
警告画面を表示する

画面 / ボタンの設定＞ワンタッチボタンの割り
当て

W85 - タイプ 1
W85 - タイプ 2
W70 - タイプ 1
W70 - タイプ 2
S104 - ワンタッチキーなし

画面 /ボタンの設定＞宛先確認 -ファクス /イ
ンターネットファクス＞基本画面以外でのス
タート動作

スタート禁止
スタート許可

画面 /ボタンの設定＞宛先確認 -ファクス /イ
ンターネットファクス＞基本画面での宛先確認

しない
複数宛先時のみする
常にする

画面 /ボタンの設定＞宛先確認 -ファクス /イ
ンターネットファクス＞基本画面以外での宛先
確認

しない
複数宛先時のみする
常にする

画面 /ボタンの設定＞宛先確認 -メール しない
複数宛先時のみする
常にする

画面 /ボタンの設定＞自動リセット後の画面 操作中の機能画面
ホーム
初期表示画面

設定名 値
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画面 /ボタンの設定＞初期表示画面 ホーム
コピー
らくらくコピー
ファクス /インターネットファクス
らくらくファクス
スキャナー（メール送信）
スキャナー（ボックス保存）
スキャナー（PC保存）
スキャナー（URL送信）
スキャナー（WSD）*1

文書プリント
デジカメプリント
プライベートプリント
ボックス操作
ジョブメモリー
ジョブフロー
BMLinkS
ジョブ確認 /設定
機械確認（メーター確認）
登録 /確認
外部アクセス
リモートアシスタンス
画面輝度調整
総合画質調整
プリンターモード
ファクス受信モード
通信管理レポート
スキャン送信
インターネットファクス
ジョブ情報
アドレス帳
IDカードコピー
ポーリング予約

画面 /ボタンの設定＞初期表示画面 認証プリント
セキュリティプリント
サンプルプリント
時刻指定プリント
カスタムサービス｛1-20｝
カスタムサービス｛21-64｝

画面 /ボタンの設定＞消耗品情報画面の表示 しない
電源投入時
自動リセット時

アプリ設定＞アドレス帳設定＞登録番号の表示 する
しない

システム設定＞画面ボタンの設定＞ワンタッチ
ボタンの表示

する
しない

*1 「WSD」とは、「Web Services on Devices」の略です。

設定名 値
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コピー設定
0

1 編集するコピー設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

コピー機能設定初期値＞カラーモード 初期値を設定しない
自動
白黒
フルカラー
単色カラー
2色カラー

コピー機能設定初期値＞カラーモード（らくらくコピー） 自動
白黒
カラー
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プリンター設定
0

1 編集するプリンター設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

メモリー設定＞受信バッファ -LPD＞スプールしない＞
メモリ量（KB） 

1024～ 2048（KB）

32 KB単位で指定します。

メモリー設定＞受信バッファ -LPD＞スプール方式（する・
しない）

スプールしない
スプールする
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ネットワーク設定
0

1 編集するネットワーク設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

EPプロキシサーバー設定＞HTTPSプロキシサーバー -認証 無効
有効

EPプロキシサーバー設定＞HTTPSプロキシサーバー -サー
バー名

255文字以内で入力します。

EPプロキシサーバー設定＞HTTPSプロキシサーバー -ポート
番号

1～ 65535

EPプロキシサーバー設定＞HTTPSプロキシサーバー -ログイ
ン名

31文字以内で入力します。
半角英数字（A-Z、a-z、0-9）
と半角ハイフン（-）が使用できま
す。

EPプロキシサーバー設定＞プロキシサーバー指定方法 すべてのプロトコルに同じ設定
プロトコルごとに設定

プロキシサーバー設定＞プロキシサーバーの使用 しない
する
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プロキシサーバー設定＞HTTPプロキシサーバー -サーバー名 IPv4アドレス、IPv6アドレスお
よび FQDN形式で指定できます。

アドレスが複数存在する場合は、
セミコロン（;）で区切って入力し
ます。

半角英数字、半角ハイフン（-）が
使用できます。アドレス中の区切
り文字には、ドット（.）およびコ
ロン（ : ）を使用します。
大文字 /小文字は区別しません。
FQDN表記の場合、文字列の先頭
および最後に半角ハイフン（-）は
使用できません。

プロキシサーバー設定＞HTTPプロキシサーバー -ポート番号 1～ 65535
プロキシサーバー設定＞HTTPプロキシサーバー -ログイン名 31文字以内で入力します。

半角英数字（A-Z、a-z、0-9）
と半角ハイフン（-）が使用できま
す。大文字と小文字は区別しませ
ん。

プロトコル設定＞ TCP/IP-共通設定＞ IP動作モード IPv4モード
IPv6モード
デュアルスタック

プロトコル設定＞ TCP/IP-ネットワーク設定＞ IPv4-DNS設
定＞DHCPからのアドレス取得

しない
する

プロトコル設定＞ TCP/IP-ネットワーク設定＞ IPv4-DNS設
定＞DNSサーバーアドレス｛1-3｝ 

IPv4プロトコルにだけ有効です。
IPv4リテラル形式で入力できま
す。
0～ 9、およびドット（.）が使用
できます。

プロトコル設定＞ TCP/IP-ネットワーク設定＞ IPv4-ゲート
ウェイアドレス

IPv4プロトコルにだけ有効です。
IPv4リテラル形式で入力できま
す。
0～ 9、およびドット（.）が使用
できます。

プロトコル設定＞ TCP/IP設定（LAN2）＞ IPv4-DNS設定
＞DHCPからのアドレス取得

しない
する

プロトコル設定＞ TCP/IP設定（LAN2）＞ IPv4-DNS設定
＞DNSサーバーアドレス {1-3}

IPv4プロトコルにだけ有効です。
IPv4リテラル形式で入力できま
す。
0～ 9、およびドット（.）が使用
できます。

プロトコル設定＞ TCP/IP設定（LAN2）＞ IPv4-IPアドレス
取得方法

手動で設定
DHCPから取得
BOOTPから取得
DHCP / AutoIPから取得
RARPから取得

設定名 値
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プロトコル設定＞ TCP/IP設定（LAN2）＞ IPv4-IPアドレス IPv4プロトコルにだけ有効です。
IPv4リテラル形式で入力できま
す。
0～ 9、およびドット（.）が使用
できます。

プロトコル設定＞ TCP/IP設定（LAN2）＞ IPv4-ゲートウェ
イアドレス

IPv4プロトコルにだけ有効です。
IPv4リテラル形式で入力できま
す。
0～ 9、およびドット（.）が使用
できます。

プロトコル設定＞ TCP/IP設定（LAN2）＞ IPv4-サブネット
マスク

IPv4プロトコルにだけ有効です。
IPv4リテラル形式で入力できま
す。
0～ 9、およびドット（.）が使用
できます。

ポート設定＞ BMLinkS＞ BMLinkS-ポート＞起動 停止
起動

ポート設定＞ BMLinkS＞プリントサービス・ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞ BMLinkS＞ディスカバリー・ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞ Bonjour＞ Bonjour‐ポート＞起動 停止

起動

ポート設定＞ FTPクライアント＞ FTPクライアント -ポート
＞起動

停止
起動

ポート設定＞ IPP＞ IPP-ポート＞起動 停止
起動

ポート設定＞ IPP＞ポート番号 0または 1～ 65535
ポート設定＞ LPD＞ LPD-ポート＞起動 停止

起動

ポート設定＞ LPD＞ LPD-ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞ LPD-セッション数 1～ 10
ポート設定＞ Port9100＞ Port9100-ポート＞起動 停止

起動

ポート設定＞ Port9100＞ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞ SIP＞ SIP-ポート＞起動 停止

起動

ポート設定＞ SIP＞ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞ SMBクライアント＞ SMBクライアント -ポー
ト＞起動

停止
起動

ポート設定＞ ThinPrint 停止
起動

ポート設定＞ ThinPrint＞ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞UPnPディスカバリー 停止

起動

ポート設定＞UPnPディスカバリー＞ポート番号 1～ 65535

設定名 値
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ポート設定＞USB＞USB-ポート＞起動 停止
起動

ポート設定＞USB-Adobe通信プロトコル 標準
バイナリー
TBCP
RAW

ポート設定＞USB-JCL 無効
有効

ポート設定＞USB-自動排出時間（秒） 5～ 1275

本機にデータが送られなくなって
から、用紙を自動排出するまでの
時間です。5秒単位で入力できま
す。

ポート設定＞USB-プリントモード指定 自動
HexDump
ART IV
ART EX
HPGL2
ESC/P
201H
PostScript
TIFF
PCL
KS5843
KSSM
KS5895

ポート設定＞WebDAV 停止
起動

ポート設定＞WebDAV＞ポート番号 1～ 65535
ポート設定＞WebDAV＞操作の時間制限（秒） タイムアウトの時間です。1～

65535秒の範囲で 1 秒単位で入
力できます。

ポート設定＞WSD＞WSDスキャン・ポート＞起動 *1 停止
起動

ポート設定＞WSD＞WSDプリント・ポート＞起動 *1 停止
起動

ポート設定＞WSD＞WSDポート番号 *1 1～ 65535
ポート設定＞メール受信＞メール受信 -ポート＞起動 停止

起動

ポート設定＞メール送信＞メール送信 -ポート＞起動 停止
起動

ポート設定＞メール通知サービス 停止
起動

メール受信プロトコル SMTP受信
POP3受信

設定名 値
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メール送受信設定＞ POP3サーバー設定＞ POP3サーバー -
サーバー名 /アドレス

IPv4アドレス、IPv6アドレスお
よび FQDN形式で指定できます。
ASCII文字を入力できます。

メール送受信設定＞ POP3サーバー設定＞ POP3サーバー -
受信間隔（分）

１～ 120（分）

メール送受信設定＞ POP3サーバー設定＞ POP3サーバー -
ポート番号

1～ 65535

メール送受信設定＞ POP3サーバー設定＞ POP3サーバー -
ログイン名

65バイトまでの ASCII文字が入
力できます。 

メール送受信設定＞ SMTPサーバー設定＞ SMTPサーバー -
送信時の認証方式

利用しない
POPによる認証
SMTP AUTH

メール送受信設定＞ SMTPサーバー設定＞ SMTPサーバー -
送信時の認証ユーザ 

外部認証のユーザー
本体設定

メール送受信設定＞ SMTPサーバー設定＞ SMTPサーバー -
送信時の認証ユーザ＞外部認証のユーザ 

送信を中止する
本体設定情報で再認証する

メール送受信設定＞ SMTPサーバー設定＞ SMTPサーバー -
ポート番号 

1～ 65535

メール送受信設定＞ SMTPサーバー設定＞ SMTPサーバー -
ログイン名

「送信時の認証方式」で「SMTP 
AUTH」が指定された場合に有効
です。
SMTP AUTHで利用するアカウ
ント名を指定します。
65バイトまでの ASCII文字が入
力できます。 

メール送受信設定＞ SMTPサーバー設定＞ SMTPサーバー -
サーバー名 /アドレス

IPv4アドレス、IPv6アドレスお
よび FQDN形式で指定できます。
ASCII文字を入力できます。

本体メールアドレス /ホスト名＞ドメイン名 DNSドメイン名です。
通常、表記されない最後の「.」
（ドット）を含めて、255文字以
内で入力します。

本体メールアドレス /ホスト名＞ドメイン名（LAN2） DNSドメイン名です。
通常、表記されない最後の「.」
（ドット）を含めて、255文字以
内で入力します。

本体メールアドレス /ホスト名＞メールアドレス 128文字までの ASCII文字が入
力できます。
入力できる文字は、英数字、｢@」 
「.（ピリオド）｣ 「+」 「-」 「=」 
「_（アンダースコア）」 「/」 「<」 
「＞」です。
「username@domain.name」
の形式で入力します。

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞認証システム
の設定＞認証システムの設定

Kerberos（Windows2000）
Kerberos（Solaris）
認証エージェント
LDAP
SMB
Microsoft Entra ID

設定名 値
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外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞サーバーのソフトウェア

その他のソフトウェア
Microsoft ActiveDirectory
Novell NetWare5.*
IBM Domino6.*
Microsoft Exchange

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞セカンダリーサーバー -名前
/アドレス

64バイトまで入力できます。

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞プライマリーサーバー -名前
/アドレス

64バイトまで入力できます。

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞入力用ユーザー名の属性

32文字までの ASCII文字を入力
できます。

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞認証方式

直接認証
ユーザー属性認証

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞検索起点エントリー（DN）

半角 255文字、全角 127文字ま
でのUTF-8文字が入力できます。

外部認証サーバー /ディレクトリーサービス設定＞ LDAPサー
バー /ディレクトリサービス設定＞検索用ログイン名

半角 255文字、全角 127文字ま
でのUTF-8文字が入力できます。
LDAPへの認証が必要ない場合に
は設定しないでください。

*1 「WSD」とは、「Web Services on Devices」の略です。

設定名 値
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スキャナー設定
0

1 編集するスキャナー設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

カラーモード フルカラー
グレースケール（256階調）
白黒（2階調）
自動

ミックスサイズ原稿送り しない
する

原稿の画質 文字
写真
文字 /写真

出力ファイル形式＞ 1ページずつ分割 しない
する

出力ファイル形式＞ PDF＞圧縮方式＞ユーザー指定＞
グレースケール /カラーページ /背景部分

JPEG
JPEG+Flate

出力ファイル形式＞圧縮方式 自動
ユーザ指定

出力ファイル形式＞圧縮方式＞白黒ページ /文字部分 MH圧縮
MMR圧縮
JBIG2圧縮（算術符号化）
JBIG2圧縮（ハフマン符号化）
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出力ファイル形式＞出力ファイル形式 TIFF/JPEG自動選択
シングルページ TIFF
マルチページ TIFF
PDF
XDW 
高圧縮 PDF
高圧縮 XDW
XPS
高圧縮 XPS
PDF/A
高圧縮 PDF/A
Microsoft Word（.doc）
Microsoft Excel（.xls）

読み取り解像度 200 dpi
300 dpi
400 dpi
600 dpi

設定名 値
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ファクス設定
0

1 編集するファクス設定の値を変更します。

2 ［回線の設定］をクリックします。
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3 編集する設定の行を選択し、［編集］をクリックします。

4 項目の内容を変更して［更新］をクリックします。

5 ［閉じる］をクリックします。
ファクス設定の編集画面に戻ります。
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6 同様に、［受信回線番号］または［電話番号 /G3ID別ボックスセレクター］をクリックします。

7 手順 3～ 5を繰り返します。

設定名 値

ファクス動作制御＞宛先の再入力 しない
する

ファクス動作制御＞再入力必要時の同報指示 同報指示時は再入力しない
同報指示時も再入力する
同報指示を禁止

自局情報＞自局名 20文字までの ASCII文字と半角カタカナを入力
できます。

自局情報＞発信元名 30文字までの SJIS/ASCII文字を入力できます。

［回線の設定］を選択したときの設定項目

自局情報＞回線｛1 -3｝ G3 ダイヤル種別 PB
10 pps
20 pps

自局情報＞回線｛1 -3｝発信元名 30文字までの SJIS/ASCII文字を入力できます。

自局情報＞回線｛1 -3｝G3 ID 20桁以内で 0～ 9、+、-、スペースが使用でき
ます。

［受信回線番号］を選択したときの設定項目

受信回線番号 {1-3} 移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
受信回線別ボックスセレクターの回線番号です。

受信文書の保存先 /排出先＞受信回線別ボックス
セレクタ＞回線 {1-3}の保存先

移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
001-200（親展ボックス番号）

受信回線番号（SIP） 移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
受信回線別ボックスセレクターの回線番号です。

受信文書の保存先 / 排出先＞受信回線別ボックス
セレクタ＞ 回線 SIP の保存先

移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
001-200（親展ボックス番号）

［電話番号 /G3ID別ボックスセレクター］を選択したときの設定項目

電話番号 /G3ID別ボックスセレクター番号
{XXX}

移行元の複合機に設定がある場合に、500件まで
表示されます。「｛XXX｝」には 3桁までの番号が
表示されます。

セレクト方法 {XXX} ダイヤルイン
発信電話番号
G3ID

電話番号 /G3ID 別ボックスセレクター電話番号
{XXX}

移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
ボックスセレクター機能を利用する場合に振り分
ける電話番号を、20 桁以内で入力します。

振り分け先のボックス番号 {XXX} 移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
ボックスセレクター機能を利用する場合に試用す
る親展ボックス番号を、3 桁以内で入力します。
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エクスポート
次の設定をエクスポートできます。
 自局情報
 電話番号 /G3ID別ボックスセレクター

補足
･ クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0

1 ファクスの一覧画面で次の操作をします。

自局情報の場合

(1)［自局情報のエクスポート］をクリックします。

電話番号 /G3ID別ボックスセレクター
(1)［電話番号 /G3ID 別ボックスセレクター］＞［ボックスセレクターのエクスポート］をク

リックします。

2 エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。

3 エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリックしま
す。

参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、次を参照してください。

-自局情報：「デバイス」（P.100）
-電話番号 /G3ID 別ボックスセレクター：「電話番号 /G3ID別ボックスセレクター」（P.99）

インポート
補足
･ クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0

1 ファクスの一覧画面で次の操作をします。

自局情報の場合

(1)［自局情報のインポート］をクリックします。

電話番号 /G3ID 別ボックスセレクター
(1)［電話番号 /G3ID別ボックスセレクター］＞［ボックスセレクターのインポート］をクリッ

クします。

2 インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

3 インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリックし
ます。

補足
・インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイル
と同じフォルダーにエラーログが出力されます。
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保存文書設定
0

1 編集する保存文書設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

ボックス文書の保存期間 設定しない
設定する

ボックス文書の保存期間（日数） 1～ 14日

ボックス文書の削除時刻（時） 0～ 23
ボックス文書の削除時刻（分） 0～ 59
蓄積プリント文書の保存設定 設定しない

設定する
ボックス文書の設定に従う

蓄積プリント文書の保存設定＞保存期間（時間） 1～ 23
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セキュリティー
0

1 編集するセキュリティー設定の値を変更して、［更新］をクリックします。

設定名 値

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞コピー 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞コピー（集計） 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞ BMLinkS 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞ジョブフロー 制限する（表示）
制限する（非表示））

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞ジョブメモリー 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（PC保存） 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（PC保存）（集
計） 

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（URL送信） 制限する（表示）
制限する（非表示）
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アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（URL送信）
（集計） 

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（USBメモ
リー保存）

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（USBメモ
リー保存） （集計） 

制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（WSD）*1 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（WSD）（集
計）*1

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（ボックス保
存）

制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（ボックス保
存）（集計） 

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（メール送信） 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞スキャナー（メール送信）
（集計）

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞デジカメプリント 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞デジカメプリント（集計） 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞ファクス /インターネット
ファクス

制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞ファクス /インターネット
ファクス（集計）

制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞プリンター 制限しない
制限する

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞プリンター（集計） 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞ボックス操作 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞外部アクセス　*要外部ア
クセスキット

制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞文書プリント 制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

設定名 値



2  デバイス設定編集ツールの使い方

41

アクセス制御＞サービスへのアクセス＞文書プリント（集計） 制制限しない
制限する（表示）
制限する（非表示）

アクセス制御＞デバイスへのアクセス（サービス） 制限しない
制限する

アクセス制御＞デバイスへのアクセス（ジョブ） 制限しない
制限する

アクセス制御＞デバイスへのアクセス（デバイス） 制限しない
制限する

アクセス制御＞機能の使用制限＞カラーコピーの使用 制限しない
制限する

アクセス制御＞機能の使用制限＞ボックスからのプリント 制限しない
制限する

アクセス制御＞機能の使用制限＞ボックスからの外部取り出し 制限しない
制限する

認証情報の設定＞認証時のUser ID文字種 大文字小文字を区別する
大文字小文字を区別しない

認証方式の設定 認証しない
本体認証
外部認証
カスタム認証

認証方式の設定（集計） 認証しない
本体集計
ネット集計
外部集計

*1 「WSD」とは、「Web Services on Devices」の略です。

設定名 値
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ユーザー管理

ユーザー情報の編集
0 1 編集するユーザー情報の行を選択して、［編集］をクリックします。

2 ユーザー情報の内容を変更して、［保存］をクリックします。
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ユーザー情報のエクスポート
補足
･ クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0

1 ユーザー情報の一覧画面で［ユーザー情報をエクスポート］をクリックします。

2 エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。

3 エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリックしま
す。

参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「ユーザー設定情報」（P.86）を参照してください。

ユーザー情報のインポート
補足
･ クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0

1 ユーザー情報の一覧画面で［ユーザー情報をインポート］をクリックします。

2 インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

3 インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリックし
ます。

補足
・インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイル
と同じフォルダーにエラーログが出力されます。
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ユーザー情報の詳細項目
設定名 値

ユーザー識別子 ユーザー識別子が表示されます。編集できません。

表示用ユーザー名 32文字までの文字が入力できます。

カード ID 1～ 9999999までの数値が入力できます。

管理番号 管理番号が表示されます。編集できません。

ユーザの役割｛XXXX｝ 機械管理の権限
集計管理の権限
「｛XXXX｝」には 4桁までの番号が表示されます。

ICカード ID ユーザー識別子と ICカード IDが関連付けられている場合に表示
されます。ASCII文字で 32文字まで入力できます。
次の条件をすべて満たしている場合に編集できます。
-本体認証、本体集計、ネット集計
- ICカードリーダが接続されている
-システムデータ（ICカード番号関連付け制御）が有効

カスタム認証の場合は、表示されますが編集できません。

本体集計管理制限対象のサービ
ス｛xxxx｝

該当する情報がある場合に表示されます。
「｛XXXX｝」には 4桁までの番号が表示されます。本体集計管理の
ユーザー情報が複数ある場合は、複数表示されます。

本体集計管理制限対象のサービ
ス

プリントサービス
コピーサービス
スキャンサービス
ファクスサービス

本体集計管理カラーモード制限 制限なし
白黒のみ
白黒＋少数色カラー
カラーのみ
禁止

本体集計管理カラーモード｛1-
2｝

カラー
白黒
少数色カラー

本体集計管理面数制限｛1-2｝ 面数制限がある場合に表示されます。

ネット集計管理権利情報＞ネッ
ト集計管理権利情報のサービス 
｛XXXX｝

「｛XXXX｝」には 4桁までの番号が表示されます。 
ネット集計管理権利情報が複数ある場合は、複数表示されます。

ネット集計管理権利情報＞ネッ
ト集計管理制限対象のサービス

プリントサービス
コピーサービス
スキャンサービス
ファクスサービス

電子メールアドレス 128文字以内（7 bit ASCII）で入力できます。
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宛先表
補足
･ 移行元の複合機の機種によって、「宛先表」、「アドレス帳」のどちらかが表示されます。「アドレス
帳」が表示される場合は、「アドレス帳」（P.52）を参照してください。

宛先表の編集
0

1 宛先表の一覧画面で、編集する宛先を選択し、［宛先の編集］をクリックします。

2 宛先表の内容を変更して、［更新］をクリックします。
参照
・「宛先表の詳細項目」（P.48）

宛先表の追加
0

1 ［宛先の追加］をクリックします。
2 内容を追加して、［追加］をクリックします。

宛先表の削除
0

1 宛先表の一覧画面で、削除する宛先を選択し、［宛先の削除］をクリックします。宛先は複数選
択できます。

2 削除を確認する画面で［OK］をクリックします。

グループダイヤル
0 1 ［グループダイヤル］をクリックします。

2 グループダイヤルの一覧画面で、次の操作をします。

グループダイヤルを編集する
(1) 編集するグループダイヤルを選択し、［編集］をクリックします。

(2) 編集するグループダイヤルの設定値を変更し、［更新］をクリックします。

(3) 作業状態の保存を確認する画面で［OK］をクリックします。
グループダイヤルをエクスポートする

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

(1)［グループダイヤルのエクスポート］をクリックします。

(2) エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。
(3) エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリック

します。
参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「グループダイヤル」（P.98）を参照してください。
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グループダイヤルをインポートする

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

(1)［グループダイヤルのインポート］をクリックします。

(2) インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

(3) インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリッ
クします。

補足
･ インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイルと同
じフォルダーにエラーログが出力されます。

コメント登録
0

1 ［コメント登録］をクリックします。
2 コメント登録画面で、次の操作をします。

コメントを登録または変更する

(1) 登録または変更する番号を選択し、［登録 / 変更］をクリックします。
(2) コメントを入力し、［保存］をクリックします。

コメントを削除する
(1) 削除する番号を選択し、［削除］をクリックします。

(2) 確認画面で［はい（解除する）］をクリックします。

コメントをエクスポートする

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

(1)［コメントのエクスポート］をクリックします。

(2) エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。
(3) エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリック

します。
参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「ファクスコメント」（P.99）を参照してください。

コメントをインポートする

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

(1)［コメントのインポート］をクリックします。

(2) インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

(3) インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリッ
クします。

補足
･ インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイルと同
じフォルダーにエラーログが出力されます。

3 ［閉じる］をクリックします。
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宛先表のエクスポート
補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

1 宛先表の一覧画面で、［その他の操作］＞［宛先表のエクスポート］をクリックします。

2 エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。

3 エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリックしま
す。

参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「宛先表情報」（P.88）を参照してください。

宛先表のインポート
補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

1 宛先表の一覧画面で、［その他の操作］＞［宛先表のインポート］をクリックします。

2 インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

3 インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリックし
ます。

補足
・インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイル
と同じフォルダーにエラーログが出力されます。
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宛先表の詳細項目
設定名 値

短縮番号 0001～ 2000
宛先名 半角、全角あわせて 18文字以内の文字列を入力できます。

宛先種別 ファクス
インターネットファクス
メール
サーバー
IPファクス (SIP)

索引文字 全角または半角で、任意の 1文字を入力できます。
入力できる文字は、ひらがな、または英数字です。

宛先（ファクス番号） 宛先種別に［ファクス］または［IPファクス (SIP)］を選択したとき
表示されます。128桁以内の数字を入力できます。［IPファクス
(SIP)］を選択した場合は、IP Address、FQDN、SIP-URIのどれ
かの形式で入力できます。

宛先（メールアドレス） 宛先種別に［インターネットファクス］または［メール］を選択した
とき表示されます。

サーバー名 /IPアドレス 宛先種別に［サーバー］を選択したとき表示されます。FQDN、
IPv4、IPv6のどれかの形式で入力できます。

宛先種別に［ファクス］または［IPファクス (SIP)］を選択したときの表示項目

回線指定 内線
外線

中継局への出力 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。

通信モード G3自動
国際通信
G4自動

送信画質 パネルの設定に従う
標準
高画質
超高画質（400 dpi）
超高画質（600 dpi）

送信シート 添付する（チェックボックス）

送信先コメント 1-50の範囲で、コメント番号が表示されます。
［送信シート］にチェックマークを付けたとき表示されます。

発信元コメント 1-50の範囲で、コメント番号が表示されます。
［送信シート］にチェックマークを付けたとき表示されます。

最大蓄積サイズ A3
A4
B4

時刻指定通信 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。

時刻指定通信（時） 0-23（時）
時刻指定通信に［する］を選択したとき表示されます。

時刻指定通信（分） 0-59（分）
時刻指定通信に［する］を選択したとき表示されます。

親展通信 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。
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親展通信・親展ボックス番号 1-999
親展通信に［する］を選択したとき表示されます。

親展通信・親展ボックス暗証
番号

親展通信に［する］を選択したとき表示されます。　
移行元の複合機の設定データに項目がある場合、表示されません。

中継同報指示 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。

中継同報・中継局 ID 1-99
中継同報指示に［する］を選択したとき表示されます。

中継同報・中継局出力指示 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。
中継同報指示に［する］を選択したとき表示されます。

中継同報・同報送信先 短縮番号またはグループ番号を入力します。
短縮番号：001-099
グループ番号：#01-#09

補足
･ 3文字で入力してください。 
･ 複数の番号を入力するときは、「, 」で区切ってください。
･ 短縮番号とグループ番号を同時に登録できます。
入力例：002,#05,077
･ 短縮番号では、「*」を使用できます。グループ番号では使用でき
ません。
使用例：0**, 00*
･ 各番号の最初に「*」は、使用できません。

課金通信時間（秒） 0.1秒単位で設定できます。設定なしのときは、「0.0」とします。

課金通信時間（夜間料金）
（秒）

0.1秒単位で設定できます。設定なしのときは、「0.0」とします。

課金通信時間（深夜料金）
（秒）

0.1秒単位で設定できます。設定なしのときは、「0.0」とします。

Fコード 20桁以内で、0～ 9、*、#が入力できます。

パスワード（Fコード） 宛先を追加する場合に入力できます。
20桁以内で、0～ 9、*、#が使用できます。
移行元の複合機の設定データに項目がある場合、表示されません。

パスワード（暗号文） 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

Super G3禁止 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

モデムスピード モデムスピードの設定がある場合、モデムスピードが表示されます。
編集はできません。

ECM強制禁止 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

JBIG強制禁止 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

リダイヤル回数 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

送出レベル（単位 dBm） 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

着信レベル（単位 dBm） 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

設定名 値
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宛先種別に［インターネットファクス］を選択したときの表示項目

インターネットファクスプロ
ファイル 

TIFF-S
TIFF-F
TIFF-J

通信モード G3自動
国際通信
G4自動

送信画質 パネルの設定に従う
標準
高画質
超高画質（400 dpi）
超高画質（600 dpi）

最大蓄積サイズ A3
A4
B4

時刻指定通信 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。

時刻指定通信（時） 0-23（時）
時刻指定通信に［する］を選択したとき表示されます。

時刻指定通信（分） 0-59（分）
時刻指定通信に［する］を選択したとき表示されます。

証明書 ID 移行元の複合機に項目がある場合、証明書 IDが表示されます。編集
はできません。

宛先種別に［メール］を選択したときの表示項目

姓 全角 16文字、半角 32文字まで入力できます。

名 全角 16文字、半角 32文字まで入力できます。

補助項目 1 補助的な項目として、任意の情報を入力できます。全角 10文字（半
角 20文字）まで入力できます。

補助項目 2 補助的な項目として、任意の情報を入力できます。全角 20文字（半
角 40文字）まで入力できます。

補助項目 3 補助的な項目として、任意の情報を入力できます。全角 30文字（半
角 60文字）まで入力できます。

証明書 ID 移行元の複合機に項目がある場合、証明書 IDが表示されます。編集
はできません。

宛先種別に［サーバー］を選択したときの表示項目

転送プロトコル SMB
FTP

ポート番号 1-65535

ログイン名 ユーザー名を入力します。
FTPの場合 32バイトまで、SMBの場合 97バイトまで入力できま
す。

パスワード 32 バイトまでの ASCII 文字を入力できます。
移行元の複合機の設定データに項目がある場合、表示されません。

共有名 転送プロトコルが SMB のときに表示されます。共有名を入力しま
す。半角 64文字、全角 32 文字まで入力できます。

設定名 値
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転送先 転送プロトコルが SMBのときに、必ず設定します。半角 128 文字、
全角 64 文字まで入力できます。

［グループダイヤル］を選択したときの設定項目

グループダイヤル番号 移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
01-50（常に 2 文字を入力します）

グループダイヤル名 移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
半角・全角合わせて 18 文字まで入力できます。

グループダイヤル名のふりが
な

移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
半角・全角合わせて 18 文字まで入力できます。

グループダイヤルの索引 移行元の複合機に設定がある場合に表示されます。
全角・半角（ひらがな、または英文字 A-Z、 a-z、0-9）で、任意の
1 文字を登録できます。

グループダイヤルメンバー 数字とワイルドカード（*）が入力できます。登録できるメンバー数
は、最大 20 件です。
複数入力する場合は、4 桁けたごとにカンマで区切ります。
例：0001,2001,1001
ワイルドカードを使用する場合の例：
000*, 00**

［コメント登録］を選択したときの設定項目

番号 1～ 50
コメント 全角また半角の S-JIS 18文字を入力できます。

登録できるコメント数は、最大 50件です。

設定名 値
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アドレス帳
補足
･ 移行元の複合機の機種によって、「宛先表」、「アドレス帳」のどちらかが表示されます。「宛先表」が
表示される場合は、「宛先表」（P.45）を参照してください。

連絡先の編集
0

1 アドレス帳の一覧画面で、編集する連絡先にチェックマークを付け、［連絡先 / グループを編集］
をクリックします。

補足
・表示する連絡先を宛先種別で絞り込む場合は、検索ボックス右横のドロップダウンリストボック
スから宛先種別を選択します。

・共通設定で［登録番号の表示］が［する］に設定されている場合、アドレス帳の編集画面に［登
録番号］の設定が追加されます。この場合、最小値の未登録番号に宛先が登録されます。詳しく
は「アドレス帳登録番号の設定」（P.58）を参照してください。

2 アドレス帳の編集画面で、共通項目を編集します。

共通項目を編集する
(1) 必要に応じて、値を設定します。宛先名の設定は必須です。

補足
・すべての連絡先を「お気に入り」に登録する場合は、会社名の下の［お気に入り］にチェック
マークを付けます。

3 必要に応じて、宛先種別ごとに、設定値を編集します。

補足
・宛先種別は、1つの連絡先に対して複数設定できます。
・「お気に入り」の登録は、宛先種別ごとに設定できます。各連絡先の［お気に入り］にチェック
マークを付けたり外したりして変更します。
参照
・「アドレス帳の詳細項目」（P.61）

メール設定を編集する

(1) メールアドレスを入力します。

(2) 詳細項目を設定する場合は、［メール設定］をクリックします。

(3) メールの詳細項目を設定して、［OK］をクリックします。
ファクス設定を編集する

(1) ファクス番号を入力します。

(2) 詳細項目を設定する場合は、［ファクス設定］をクリックします。

(3) ファクスの詳細項目を設定して、［OK］をクリックします。
IPファクス（SIP）設定を編集する
(1) 宛先（ファクス番号）を入力します。

(2) 詳細項目を設定する場合は、［IPファクス（SIP）設定］をクリックします。
(3) IPファクス（SIP）の詳細項目を設定して、［OK］をクリックします。
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インターネットファクス設定を編集する

(1) 宛先（メールアドレス）を入力します。

(2) 詳細項目を設定する場合は、［インターネットファクス設定］をクリックします。

(3) インターネットファクスの詳細項目を設定して、［OK］をクリックします。
その他の宛先の設定を編集する

(1) ドロップダウンリストボックスから、［SMB（Scan）］、［FTP］、[SFTP］のどれかを選
択します。
選択した宛先種別によってボタンの表示が切り替わります。

(2) 詳細項目を設定する場合は、［SMB（Scan）設定］、［FTP設定］、[SFTP設定］をクリッ
クします。

(3) 詳細項目を設定して、［OK］をクリックします。

4 ［保存］をクリックします。
グループの編集

0

1 アドレス帳の一覧画面で、編集するグループにチェックマークを付け、［連絡先 / グループを編
集］をクリックします。

補足
・表示する連絡先を宛先種別で絞り込む場合は、検索ボックス右横のドロップダウンリストボック
スから宛先種別を選択します。

2 グループの編集画面で、必要に応じて［グループ名］および［ふりがな］を入力します。

補足
・グループ名の入力は必須です。
・グループを「お気に入り」に登録する場合は、［お気に入り］にチェックマークを付けます。
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3 宛先を追加または削除します。

グループに宛先を追加する

(1)［宛先の追加］をクリックします。

(2) 追加する宛先にチェックマークを付け、［OK］をクリックします。

補足
・［お気に入り］を選択すると、お気に入りに登録した宛先だけを表示できます。
・ファクスグループの場合、宛先種別がファクス、インターネットファクス、IP ファクス（SIP）
の連絡先が表示されます。

・宛先は、複数選択できます。
・登録済みの宛先には、チェックマークが付いています。チェックマークを外して、［OK］をク
リックすると、登録が解除されます。

(3) グループの編集画面で［保存］をクリックします。
アドレス帳の一覧画面に戻ります。

グループから宛先を削除する

(1) 登録を解除する宛先にチェックマークを付けます。宛先は、複数選択できます。

(2)［宛先の削除］をクリックします。

(3) 削除を確認する画面で［OK］をクリックします。
(4) グループの編集画面で［保存］をクリックします。

アドレス帳の一覧画面に戻ります。

4 アドレス帳の一覧画面で、［閉じる］をクリックします。
デバイス設定の編集画面に戻ります。
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連絡先の追加
0

1 ［連絡先を追加］をクリックします。
補足
・宛先は、送信種別ごとに 5000 件まで登録できます。最大数の宛先が登録済みの場合は、連絡
先の追加画面は表示されません。

2 内容を追加して、［保存］をクリックします。追加する内容は、連絡先の編集と同じです。
参照
・「連絡先の編集」（P.52）

グループの追加
0

1 ［グループを追加］をクリックします。
補足
・グループは、ファクスグループ、メールグループに、それぞれ 250件まで登録できます。最大
数のグループが登録済みの場合は、グループの追加画面は表示されません。

2 グループを追加する画面で、［ファクスグループ］または［メールグループ］をクリックします。

3 グループ名およびふりがなを入力します。［グループ名］の入力は必須です。

4 グループに宛先を追加する場合は、［宛先の追加］をクリックします。

補足
・宛先は、ファクスグループに 600 件まで、メールグループに 100 件まで登録できます。最大
数の宛先が登録済みの場合は、宛先の一覧画面は表示されません。
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5 宛先の一覧から、登録する宛先のチェックボックスをチェックし、[OK] をクリックします。宛
先は、複数選択できます。

補足
・［お気に入り］をクリックすると、お気に入りに登録された宛先だけが表示されます。
手順 2 で［ファクスグループ］を選択した場合はファクス番号を持つ宛先、［メールグループ］
を選択した場合はメールアドレスを持つ宛先が表示されます。

補足
・宛先のチェックマークを外して、［OK］をクリックすると、登録が解除されます。

6 グループの編集画面で［保存］をクリックします。
アドレス帳の一覧画面に戻ります。

7 アドレス帳の一覧画面で、［閉じる］をクリックします。
デバイス設定の編集画面に戻ります。

連絡先、グループの削除
0

1 アドレス帳の一覧画面で、編集する宛先にチェックマークを付け、［連絡先 / グループを削除］
をクリックします。宛先は、複数選択できます。

2 削除を確認する画面で［OK］をクリックします。
アドレス帳の一覧画面に戻ります。

3 アドレス帳の一覧画面で、［閉じる］をクリックします。
デバイス設定の編集画面に戻ります。
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登録番号とワンタッチボタンの表示
0

1 デバイス設定の編集画面の項目名一覧から、［共通設定］をクリックします。

2 ［登録番号の表示］と［ワンタッチボタンの表示］の設定値を変更します。

・［登録番号の表示］を［する］、［ワンタッチボタンの表示］を［しない］に設定すると、アド
レス帳の一覧画面の［その他の操作］から［アドレス帳登録番号の設定］を選択できます。

・［登録番号の表示］を［しない］、［ワンタッチボタンの表示］を［する］に設定すると、アド
レス帳の一覧画面の［その他の操作］から［ワンタッチボタンを登録］を選択できます。

・［登録番号の表示］を［する］、［ワンタッチボタンの表示］を［する］に設定すると、アドレ
ス帳の一覧画面の［その他の操作］から［ワンタッチボタンとアドレス帳登録番号の設定］を
選択できます。

・［登録番号の表示］を［しない］、［ワンタッチボタンの表示］を［しない］に設定すると、ア
ドレス帳の一覧画面の［その他の操作］に登録番号やワンタッチボタンの設定は表示されま
せん。

3 ［更新］をクリックします。
参照
･ 登録番号の設定について、詳しくは「アドレス帳登録番号の設定」（P.58）を参照してください。
･ ワンタッチボタンの登録について、詳しくは「ワンタッチボタンの登録」（P.58）を参照してください。
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アドレス帳登録番号の設定
0

1 アドレス帳の一覧画面で［その他の操作］＞［アドレス帳登録番号の設定］をクリックします。

補足
･ 登録する番号にすでに他の宛先が設定されている場合、最小値の未登録番号に宛先が登録されます。
･ 共通設定の［登録番号の表示］と［ワンタッチボタンの表示］が［する］の場合：

-［アドレス帳登録番号の設定］は［ワンタッチボタンとアドレス帳登録番号の設定］に表示が変わ
ります。

- 1～ 72の番号を設定するとワンタッチボタンとして登録され、73～ 26000の番号を設定する
と登録番号として登録されます。

-すでに登録番号やワンタッチボタンが登録されている宛先は、その設定が保持されます。
参照
･［アドレス帳登録番号の設定］が表示されていない場合、「登録番号とワンタッチボタンの表示」
（P.57）を参照してください。

2 登録する登録番号を選択し、［変更］をクリックします。

3 連絡先名から登録する宛先を選択します。

4 ［OK］をクリックします。

5 ［はい（登録する）］をクリックします。
登録番号の変更画面に戻ります。

ワンタッチボタンの登録
0

1 アドレス帳の一覧画面で［その他の操作］＞［ワンタッチボタンを登録］をクリックします。

補足
･ 登録する番号にすでに他の宛先が設定されている場合、最小値の未登録番号に宛先が登録されます。
･ 共通設定の［登録番号の表示］と［ワンタッチボタンの表示］が［する］の場合：

-［ワンタッチボタンを登録］は［ワンタッチボタンとアドレス帳登録番号の設定］に表示が変わり
ます。

- 1～ 72の番号を設定するとワンタッチボタンとして登録され、73～ 26000の番号を設定する
と登録番号として登録されます。

-すでに登録番号やワンタッチボタンが登録されている宛先は、その設定が保持されます。
参照
･［ワンタッチボタンの登録］が表示されていない場合、「登録番号とワンタッチボタンの表示」（P.57）
を参照してください。

2 ［ワンタッチボタンの登録 /削除］画面で、次の操作をします。
未登録のワンタッチボタンを登録する場合

(1) 未登録のワンタッチボタンを選択し、［登録 /変更］をクリックします。
(2) 登録する連絡先を選択し、［OK］をクリックします。
(3) 登録する宛先を選択します。

補足
・宛先が１件しか登録されていない場合は、手順 4に進みます。

(4)［OK］をクリックします。
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すでに登録されているワンタッチボタンを変更する場合

(1) すでに登録されているワンタッチボタンを選択し、［登録 /変更］をクリックします。
(2) 新しく登録する連絡先を選択し、［OK］をクリックします。
(3)［OK］をクリックします。
デバイス設定の編集画面に戻ります。

補足
・複数の宛先が登録されている場合、登録する宛先を選択したあと、［OK］をクリックします。
・選択した宛先が他のワンタッチボタンに登録されている場合、既存のワンタッチボタンは解除さ
れ、登録し直すことを確認する画面が表示されます。［はい（登録する）］をクリックすると、既
存のワンタッチボタンは「（未登録）」に変更されます。

ワンタッチボタンの登録解除
1 ［ワンタッチボタンの登録 /削除］画面で、登録を解除するワンタッチボタンを選択し、［削除］
をクリックします。ワンタッチボタンは複数選択できます。

2 ［はい（解除する）］をクリックします。
コメント登録

0

1 ［その他の操作］＞［コメント登録］をクリックします。
2 コメント登録画面で、次の操作をします。

コメントを登録または変更する

(1) 登録または変更する番号を選択し、［登録 /変更］をクリックします。
(2) コメントを入力し、［保存］をクリックします。

コメントを削除する
(1) 削除する番号を選択し、［削除］をクリックします。
(2) 確認画面で［はい（解除する）］をクリックします。

コメントをエクスポートする

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

(1)［コメントのエクスポート］をクリックします。

(2) エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。
(3) エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリック

します。
参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「ファクスコメント」（P.99）を参照してください。
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コメントをインポートする

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

(1)［コメントのインポート］をクリックします。

(2) インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

(3) インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリッ
クします。

補足
･ インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイルと同
じフォルダーにエラーログが出力されます。

3 ［閉じる］をクリックします。
アドレス帳のエクスポート

補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

1 アドレス帳の一覧画面で［その他の操作］＞［アドレス帳のエクスポート］をクリックします。

2 エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。

3 エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリックしま
す。

参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「アドレス帳情報」（P.92）を参照してください。

アドレス帳のインポート
補足
・クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0

1 アドレス帳の一覧画面で、［その他の操作］＞［アドレス帳のインポート］をクリックします。

2 インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

3 インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリックし
ます。

補足
・インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイル
と同じフォルダーにエラーログが出力されます。
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アドレス帳の詳細項目
設定名 値

宛先名 半角、全角あわせて 128文字以内の文字列を入力できます。

ふりがな 全角または半角で、任意の文字（128文字まで）を入力できます。
入力できる文字は、ひらがな、または英数字です。

姓 全角 16文字、半角 32文字まで入力できます。

名 全角 16文字、半角 32文字まで入力できます。

会社名 半角、全角あわせて 64文字以内の文字列を入力できます。

お気に入り 連絡先を「お気に入り」に登録する場合にチェックマークを付けます。

メール メールアドレスを入力します。詳細項目を編集する場合は［メール設
定］をクリックします。

ファクス ファクス番号を入力します。詳細項目を編集する場合は［ファクス設
定］をクリックします。128桁以内の数字を入力できます。

IPファクス（SIP） 128 桁以内の数字、IP Address、FQDN、SIP-URIのどれかの形
式で入力できます。

インターネットファクス メールアドレス番号を入力します。詳細項目を編集する場合は［イン
ターネットファクス設定］をクリックします。

その他の宛先 ドロップダウンリストボックスから、［SMB（Scan）］、［FTP］、
[SFTP］のどれかを選択できます。選択した宛先種別によってボタン
の表示が切り替わるので、詳細項目を設定する場合は対応する宛先種
別のボタンをクリックします。

メール設定の詳細項目

電話番号 補助的な項目として、電話番号を入力できます。全角 10文字（半角
20文字）まで入力できます。

事業所 補助的な項目として、事業所名を入力できます。全角 20文字（半角
40文字）まで入力できます。

部署 補助的な項目として、部署名を入力できます。全角 30文字（半角
60文字）まで入力できます。

証明書 ID 移行元の複合機に項目がある場合、証明書 IDが表示されます。編集
はできません。

ファクス設定または IPファクス（SIP）設定の詳細項目

送信ヘッダ宛先名 発信元記録と送信シートの相手欄に印字する送信先の項目です。
18文字まで入力できます。

回線指定 ［ファクス］をクリックしたときに表示されます。
内線
外線

通信モード G3自動
国際通信
G4自動

送信画質 パネル
標準
高画質（200 dpi）
超高画質（400 dpi）
超高画質（600 dpi）

送信シート 添付する（チェックボックス）
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送信先コメント 1-50の範囲で、コメント番号が表示されます。
［送信シート］にチェックマークを付けたとき表示されます。

発信元コメント 1-50の範囲で、コメント番号が表示されます。
［送信シート］にチェックマークを付けたとき表示されます。

最大蓄積サイズ A3
A4
B4

時刻指定通信 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。

時刻指定通信（時） 0-23（時）
時刻指定通信に［する］を選択したとき表示されます。

時刻指定通信（分） 0-59（分）
時刻指定通信に［する］を選択したとき表示されます。

親展通信 ［する］、［しない］のどちらかを選択できます。

親展通信・親展ボックス番号 1-999
親展通信に［する］を選択したとき表示されます。

親展通信・親展ボックス暗証
番号

親展通信に［する］を選択したとき表示されます。
移行元の複合機の設定データに項目がある場合、表示されません。

課金通信時間（秒） 0.1秒単位で設定できます。設定なしのときは、「0.0」とします。

課金通信時間（夜間料金）
（秒）

0.1秒単位で設定できます。設定なしのときは、「0.0」とします。

課金通信時間（深夜料金）
（秒）

0.1秒単位で設定できます。設定なしのときは、「0.0」とします。

Fコード 20桁以内で、0～ 9、＊、＃が入力できます。

パスワード（Fコード） 宛先を追加する場合に入力できます。
20桁以内で、0～ 9、＊、＃が使用できます。
移行元の複合機の設定データに項目がある場合、表示されません。

パスワード（暗号文） 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

Super G3禁止 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

モデムスピード モデムスピードの設定がある場合、モデムスピードが表示されます。
編集はできません。

ECM強制禁止 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

JBIG強制禁止 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

リダイヤル回数 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

送出レベル（単位 dBm） 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

着信レベル（単位 dBm） 移行元の複合機に項目がある場合、［あり］、［なし］のどちらかが表示
されます。編集はできません。

設定名 値
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インターネットファクス設定の詳細項目

インターネットファクスプロ
ファイル 

TIFF-S
TIFF-F
TIFF-J

送信画質 パネル
標準
高画質（200 dpi）
超高画質（400 dpi）
超高画質（600 dpi）

最大蓄積サイズ A3
A4
B4

証明書 ID 移行元の複合機に項目がある場合、証明書 IDが表示されます。編集
はできません。

SMB（Scan）設定、FTP設定または SFTP設定の詳細項目

サーバー名 サーバの FQDNまたは IPアドレスを入力します。

ポート番号 1-65535（標準ポート指定時は 0）

共有名 宛先種別が SMB（Scan）設定のときに表示されます。共有名を入力
します。半角 64 文字、全角 32 文字まで入力できます。

保存場所 文書を保存するためのディレクトリーを入力します。SMB の場合は、
UNC 形式で入力します。

ユーザー名 ユーザー名を入力します。
FTPの場合 32バイトまで、SMBの場合 97バイトまで入力できま
す。

パスワード 32 バイトまでの ASCII 文字を入力できます。
移行元の複合機の設定データに項目がある場合、表示されません。

［コメント登録］を選択したときの設定項目

番号 1～ 50
コメント 全角また半角の S-JIS 18文字を入力できます。

登録できるコメント数は、最大 50件です。

設定名 値
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ジョブフロー

ジョブフローの新規作成
0

1 ジョブフローの一覧画面で［追加］をクリックします。

2 設定値を入力します。
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3 ［機能アイテム］の［追加］をクリックします。

4 作成するジョブフローの種類を選択し、［追加］をクリックします。

5 編集する機能アイテムを選択し、［編集］をクリックします。
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6 設定値を編集し、［更新］をクリックします。

補足
･ 各設定のパネル表示を［する］にした場合、［設定］ボタンが表示されます。［設定］をクリックする
と、ジョブフローを実行したときに複合機の操作パネルでどのように表示するかを指定できます。
参照
･ 機能アイテムの設定内容について、詳しくは「ジョブフローの詳細項目」（P.71）を参照してください。

7 ジョブフローの編集画面で［更新］をクリックします。
新規のジョブフローが作成されます。

ジョブフローの編集
0

1 ジョブフローの一覧画面で、編集するジョブフローを選択し、［編集］をクリックします。
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2 設定値を編集します。

3 編集する機能アイテムを選択し、［表示 /編集］をクリックします。

4 表示された画面で、設定値を編集し、［更新］をクリックします。

補足
･ 各設定のパネル表示を［する］にした場合、［設定］ボタンが表示されます。［設定］をクリックする
と、ジョブフローを実行したときに複合機の操作パネルでどうように表示するかを指定できます。
参照
･ 機能アイテムの設定内容について、詳しくは「ジョブフローの詳細項目」（P.71）を参照してください。

5 機能アイテムを実行する順序を設定します。

補足
･ 機能アイテムの実行順序を入れ替える場合、変更する機能アイテムを選択し、［上へ移動］または［下
へ移動］をクリックします。
･ 機能アイテムを同時に実行する場合、並列で追加してください。たとえば下記の図のような場合、［親
展ボックス］が実行されたあとに、［ファクス］と［ファイル転送］が同時に実行されます。

並列で配置された
機能アイテム
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6 ［エラー通知の設定］をクリックします。

7 表示された画面で、［エラーを通知する］の有効 /無効を設定します。
補足
･ エラー通知を有効にすると、［ファクス］または［ファイル転送］の処理が失敗したときに、エラー
が通知されます。

8 エラー通知を有効にした場合は、設定値を編集し、［更新］をクリックします。

9 ［更新］をクリックします。
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ジョブフローの設定変更
0

1 ジョブフローの一覧画面で、変更するジョブフローを選択して［設定変更］をクリックします。

2 設定値を変更し、［OK］をクリックします。

設定名 値

ジョブフロー番号 選択したジョブフローの番号が表示されます。

ジョブフロー名称 選択したジョブフローの名称が表示されます。

所有者 ［UserID］または［親展ボックス番号］から選択します。
･ UserID

-［UserID］は、設定データ＞［セキュリティー］＞［認証方式の設
定］を［認証しない］に設定している場合、「指定しない」が表示さ
れます。

-［認証方式の設定］を［本体認証］に設定している場合、設定データ
＞［ユーザー管理］の［ユーザー識別子］に登録されているユーザー
の一覧が表示されます。

-ユーザーが任意の IDを入力することもできます。
補足
･ 任意の IDを入力した場合、入力した IDが有効かどうかはチェッ
クされません。

･ 親展ボックス番号
-複合機に登録可能な範囲の親展ボックス番号を入力します。
補足
･ スキャンから始まるジョブフローでは所有者に［親展ボックス番
号］を選択できません。
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パネル表示の編集
0

1 ジョブフローの一覧画面で編集するジョブフローを選択し、［編集］をクリックします。

2 ジョブフローの編集画面で機能アイテムの「操作パネル」を選択し、［編集］をクリックします。
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3 編集するグループ名を選択し、［編集］をクリックします。

補足
･ グループを新しく追加する場合、［グループの追加］をクリックします。グループ名の一覧に「新規
グループ」が追加されます。
･ グループを削除する場合、削除するグループを選択して［削除］をクリックします。
･ グループの表示順を変更する場合、グループを選択して［上へ］または［下へ］をクリックします。

4 グループ名とラベル名を入力し、［更新］をクリックします。

5 ［更新］をクリックします。
6 ジョブフローの編集画面で［更新］をクリックします。

ジョブフローの詳細項目

設定名 値

操作パネルの詳細項目

グループ名 複合機の操作パネルに表示するグループ名が表示されます。

ラベル名 複合機の操作パネルに表示するラベル名が表示されます。

機能アイテム名 ラベルに紐づいてい機能アイテムの名称が表示されます。

属性名 ラベルに紐づいている属性の名称が表示されます。
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親展ボックス（入力）の詳細項目 *1

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

親展ボックス（配信）の詳細項目 *2

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

親展ボックス番号 1～ 500の範囲で入力できます。

所有者 97バイト以内の文字列を入力できます。

パスワード 20バイト以内の文字列を入力できます。

文書名 64バイト以内の文字列を入力できます。

スキャンの詳細項目

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

読み取りサイズの入力形式 読み取りサイズの入力形式が表示されます。

読み取りサイズ 読み取りサイズを選択します。

原稿セット向き指定 読める向き
左向き

両面原稿送り 片面
両面左右開き
両面上下開き

原稿の画質 原稿の画質タイプが表示されます。

カラーモード 自動
フルカラー
グレースケール
白黒（2階調）

地色除去 する
しない

濃度 うすく（-3）
うすく（-2）
うすく（-1）
ふつう
こく（+1）
こく（+2）
こく（+3）

読み取り解像度 200 dpi
300 dpi
400 dpi
600 dpi

読み取り倍率 自動%
100%
50％ A3→ A5
70% A3→ A4、B4→ B5
81% B4→ A4、B5→ A5
86% A3→ B4、A4→ B5
115% B4→ A3、B5→ A4
122% A4→ B4、A6→ B5
141% A4→ A3、B5→ B4

出力サイズ 出力サイズを選択します。

設定名 値
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次の原稿 次の原稿あり
次の原稿なし

出力ファイル高圧縮 しない
する

ファクスの詳細項目

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

ファクス番号 64バイト以内の文字列を入力できます。

通信モード G3自動
国際通信

Fコード 20 桁以内で、0 ～ 9、*、# が入力できます。

パスワード 20 桁以内で、0 ～ 9、*、# が入力できます。

相手のボックス番号 1～ 500の範囲で入力できます。

暗証番号 0000～ 9999の範囲で入力できます。

インターネットファクスの詳細項目

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

宛先 64バイト以内の文字列を入力できます。

件名 64バイト以内の文字列を入力できます。

コメント 64バイト内の文字列を入力できます。

通信モード G3自動
国際通信

暗号化 ［する］、［しない］のどちらかが表示されます。

S/MIME証明書 ［あり］、［なし］のどちらかが表示されます。

送信失敗時の再送信 する
しない

再送信回数 1～ 5回の範囲で入力できます。

再送信間隔（秒） 130～ 300秒の範囲で 1秒単位で入力できます。

メール送信の詳細項目

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

宛先 64バイト以内の文字列を入力できます。

件名 64バイト以内の文字列を入力できます。

コメント 64バイト内の文字列を入力できます。

出力ファイル形式 TIFF/JPEG自動判別
マルチページ TIFF
TIFF
PDF
DocuWorks

設定名 値
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セキュリティー ［セキュリティーなし］、［パスワードによるセキュリティー
128bit(V4非互換 )］、［電子証明書によるセキュリティー (V4非互
換 )］から選択します。

［パスワードによるセキュリティー 128bit(V4非互換 )］を選択した
場合、次の設定をします。
･ 操作の制限
［文書の編集を禁止する］、［アノテーションの編集を禁止する］、［印
刷を禁止する］、［転記を禁止する］から選択します。
･ 文書を開くパスワード
半角 32文字以内で設定します。
･ フルアクセスパスワード
半角 32文字以内で設定します。

［電子証明書によるセキュリティー (V4非互換 )］を選択した場合、次
の設定をします。
･ 操作の制限
［文書の編集を禁止する］、［アノテーションの編集を禁止する］、［印
刷を禁止する］、［転記を禁止する］から選択します。
･ フルアクセスモードにできる証明書
証明書を追加します。［フルアクセスモードにできる証明書］で追加
された証明書は、［文書を開ける証明書］にも追加されます。
･ 文書を開ける証明書
証明書を追加します。［文書を開ける証明書］で追加された証明書
は、［フルアクセスモードにできる証明書］には追加されません。

補足
･［フルアクセスモードにできる証明書］で削除された証明書が［文
書を開ける証明書］にもある場合、その証明書は削除されません。
［文書を開ける証明書］で削除された証明書が［フルアクセスモー
ドにできる証明書］にもある場合、その証明書も削除されます。

署名 実行時の本体設定に従う
署名しない
署名する（可視）
署名する（不可視）

署名位置 先頭ページの左上
先頭ページの右上
先頭ページの左下
先頭ページの右下

暗号化 ［する］、［しない］のどちらかが表示されます。

S/MIME証明書 ［あり］、［なし］のどちらかが表示されます。

送信失敗時の再送信 する
しない

再送信回数 1～ 5回の範囲で入力できます。

再送信間隔（秒） 130～ 300秒の範囲で 1秒単位で入力できます。

ファイル転送の詳細項目

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

転送方式 FTP
SMB

設定名 値
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転送先 256バイト以内の文字列を入力できます。
［…］をクリックすると、保存するディレクトリーを指定できます。

保存場所 文書を保存するためのディレクトリーが表示されます。
64バイト以内の文字列を入力できます。

ログイン名 ログイン名を入力します。
97バイト以内の文字列を入力できます。

パスワード 32バイト以内の文字列を入力できます。

保存方法 上書き
上書きしない
名前自動生成

ファイル名 128バイト以内の文字列を入力できます。

出力ファイル形式 TIFF/JPEG自動判別
マルチページ TIFF
TIFF
PDF
DocuWorks

セキュリティー ［セキュリティーなし］、［パスワードによるセキュリティー
128bit(V4非互換 )］、［電子証明書によるセキュリティー (V4非互
換 )］から選択します。

［パスワードによるセキュリティー 128bit(V4非互換 )］を選択した
場合、次の設定をします。
･ 操作の制限
［文書の編集を禁止する］、［アノテーションの編集を禁止する］、［印
刷を禁止する］、［転記を禁止する］から選択します。
･ 文書を開くパスワード
半角 32文字以内で設定します。
･ フルアクセスパスワード
半角 32文字以内で設定します。

［電子証明書によるセキュリティー (V4非互換 )］を選択した場合、次
の設定をします。
･ 操作の制限
［文書の編集を禁止する］、［アノテーションの編集を禁止する］、［印
刷を禁止する］、［転記を禁止する］から選択します。
･ フルアクセスモードにできる証明書
証明書を追加します。［フルアクセスモードにできる証明書］で追加
された証明書は、［文書を開ける証明書］にも追加されます。
･ 文書を開ける証明書
証明書を追加します。［文書を開ける証明書］で追加された証明書
は、［フルアクセスモードにできる証明書］には追加されません。

補足
･［フルアクセスモードにできる証明書］で削除された証明書が［文
書を開ける証明書］にもある場合、その証明書は削除されません。
［文書を開ける証明書］で削除された証明書が［フルアクセスモー
ドにできる証明書］にもある場合、その証明書も削除されます。

署名 実行時の本体設定に従う
署名しない
署名する

設定名 値
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署名位置 先頭ページの左上
先頭ページの右上
先頭ページの左下
先頭ページの右下

送信失敗時の再送信 する
しない

再送信回数 1～ 5回の範囲で入力できます。

再送信間隔（秒） 130～ 300秒の範囲で 1秒単位で入力できます。

プリントの詳細項目

機能名称 32バイト以内の文字列を入力できます。

部数 1～ 999の範囲で入力できます。

ソート する
しない

両面 しない
長辺とじ
短辺とじ

*1 ジョブフローの設定画面で、機能アイテムから［スキャン］の階層下ではない［親展ボックス］
を選択した場合に、親展ボックス（入力）の編集画面が表示されます。

*2 ジョブフローの設定画面で、機能アイテムから［スキャン］の階層下にある［親展ボックス］を
選択した場合に、親展ボックス（配信）の編集画面が表示されます。

設定名 値
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親展ボックス
0 1 親展ボックスの一覧画面で、編集する親展ボックスを選択し、［編集］をクリックします

2 編集する親展ボックスの設定値を変更し、［更新］をクリックします。

親展ボックスの詳細項目
設定名 値

親展ボックス｛XXX｝ 「｛XXX｝」には 3桁までの番号が表示されます。 
複数の親展ボックスがある場合は、「親展ボックス｛XXX｝」から
「ボックスパスワード」までの一連の項目が繰り返して表示されま
す。

親展ボックス名 親展ボックスの名前です。20文字までの文字を入力できます。

パスワードのモード パスワードが有効な操作を表します。
･ 設定しない
･ 常時（すべての操作）
･ 文書入力（書き込み）
･ プリント /削除（読み出し）

文書自動削除 文書自動削除を設定する場合、チェックマークを付けます。

期限による文書の自動削除 期限による文書の自動削除を設定する場合、チェックマークを付け
ます。

所有者 親展ボックスの所有者（UserID）です。
ASCII文字で 32文字まで入力できます。

ジョブテンプレート 関連付けられている指示書の識別子です。 
関連付けられている指示書がない場合は表示されません。

指示書を文書格納時に起動 指示書を文書格納時に起動する場合、チェックマークを付けます。



2  デバイス設定編集ツールの使い方

78

親展ボックスのエクスポート
補足
･ クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0 1 親展ボックスの一覧画面で［親展ボックスのエクスポート］をクリックします。

2 エクスポートするファイルを保存するフォルダーを指定して、［OK］をクリックします。

3 エクスポートするファイルに設定するパスワードを入力して、［エクスポート］をクリックしま
す。

参照
・エクスポートしたファイルの詳細は、「親展ボックス」（P.98）を参照してください。

親展ボックスのインポート
補足
･ クラウドサービスとクラウド接続したときに表示されます。

0 1 親展ボックスの一覧画面で［親展ボックスのインポート］をクリックします。

2 インポートするファイルを指定して、［開く］をクリックします。

3 インポートするファイルに設定されているパスワードを入力して、［インポート］をクリックし
ます。

補足
・インポートするファイルの記述に間違いがあると、エラーになります。インポートするファイル
と同じフォルダーにエラーログが出力されます。
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デバイス設定情報のバックアップを保存・インポートする（クラウド接続）
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

0

1 デバイス設定の編集画面の［一時保存］をクリックします。

2 ［保存］をクリックします。
デバイス設定の編集画面に戻ります。

3 ［一覧に戻る］をクリックします。
4 PC上に保存した設定データをインポートする場合は、［一時保存ファイルの読み込み］をクリッ
クします。
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5 ［OK］をクリックします。
バックアップ一覧画面に戻ります。

補足
･ PCに一時保存できる設定ファイルは、1つだけです。最後に保存したファイルだけがインポートの
対象になります。
一時保存された設定ファイルがある場合、［一時保存ファイルの読み込み］または［一時保存したデー
タの削除］が表示されます。保存した一時ファイルを削除する場合は［一時保存したデータの削除］
をクリックします。
･ PCに一時保存した設定ファイルは、保存から 1ヵ月後に削除されます。

デバイス設定情報のバックアップを保存・インポートする（オンプレミス接
続）

0

1 デバイス設定の編集画面の［バックアップを保存］をクリック、またはヘッダーの ＞［バッ
クアップを保存］の順に選択します。

2 設定データを保存するディレクトリーとファイル名を指定して、［保存］をクリックします。

3 PC上に保存した設定データをインポートする場合は、ヘッダーの ＞［バックアップをイン
ポート］の順に選択します。

4 インポートするファイル名を指定して、［開く］をクリックします。
デバイス設定の編集画面に戻ります。

補足
･ PCに一時保存できる設定ファイルは、1ファイルだけです。最後に保存したファイルだけがイン
ポートの対象になります。
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設定情報ファイルを削除する
0

1 デバイス設定の編集画面の［設定情報ファイルを削除］をクリックします。

2 ［削除］をクリックします。
3 削除完了画面で［閉じる］をクリックします。
クラウド接続の場合、デバイス設定の選択画面に戻ります。
オンプレミス接続の場合、設定データを取得する複合機の IPアドレスを指定する画面に戻りま
す。

デバイス設定バックアップサービスに設定データを送信する（クラウド接続）
補足
･ クラウド接続を提供していない国 /地域があります。

0

1 デバイス設定の編集画面の［サービスに送信］をクリックします。

2 デバイス設定バックアップサービスに送信する設定データを上書き保存する場合は、［更新す
る］、新規に設定データを送信する場合は、［新規に登録する］を選択します。

補足
・複合機からアップロードされたオリジナルのデバイス設定データの場合、［新規に登録する］だ
けが選択できます。

・デバイス設定バックアップサービスに保存できるデバイス設定データの上限を超えた場合は、
「格納できるデバイス設定データの数を超えています。格納されている設定データを削除してく
ださい。」というメッセージが表示されます。不要な設定データを削除して、再度、送信してく
ださい。

3 ［送信して更新］または［送信して新規に登録］をクリックします。
設定データが送信され、デバイス設定の編集画面に戻ります。
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デバイスに設定データを送信する（オンプレミス接続）
0

1 デバイス設定の編集画面の［機器に送信］をクリックします。

2 IPアドレスを指定し、［OK］をクリックします。

3 移行先の複合機の機械管理者のユーザー名とパスワードを入力し、［OK］をクリックします。
補足
・次のメッセージが表示された場合は、［継続する］をクリックします。

4 設定データを削除するかどうかを選択し、［送信］をクリックします。

5 確認画面で［送信］をクリックします。
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6 送信結果の確認画面で［OK］をクリックします。
手順４で［送信元の設定データを削除しない］を選択していた場合は、デバイス設定の編集画面
に戻ります。
［送信元の設定データを削除する］を選択していた場合は、複合機の IP アドレスとファイルを
指定する画面に戻ります。
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3 付録
デバイス設定編集ツールのインストール

必要な環境
対応 OSについては弊社公式サイトをご覧ください。

デバイス設定編集ツールのインストール
0

1 富士フイルム BIダイレクトのホームページから、「デバイス設定編集ツール」をダウンロード
します。

2 パッケージ中の「Install.exe」を実行します。

3 ［次へ］をクリックします。

4 「このアプリがデバイスに変更を加えることを許可しますか」で「はい」をクリックします。
セットアップウィザードを実行しています。しばらくお待ちください。

5 使用許諾契約書を確認し、［使用許諾契約書に同意します］を選択します。

6 ［次へ］をクリックします。
7 インストール先フォルダーを選択して、[次へ ]をクリックします。
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8 ［インストール］をクリックします。
インストールが開始されます。

9 セットアップが完了したら、［閉じる］をクリックします。
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エクスポート／インポートデータ
ファイル形式は「.xlsx」です。編集できない項目は、シートの保護がされています。

ユーザー設定情報

項目 値

Order ID システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name 設定情報名

Description メモ情報

DeleteOperation ユーザー情報削除用
ユーザー情報を削除する場合、「D」を入力します。

UserID ユーザー ID
半角 32文字以内で設定します。
次の文字を入力すると、機械にインポートするときエラーに
なります。
"  +  ;  <  >  ?  [  ]  `  {  |  }  (DEL)

NewUserID 変更後のユーザー ID
半角 32文字以内で設定します。
次の文字を入力すると、機械にインポートするときエラーに
なります。
"  +  ;  <  >  ?  [  ]  `  {  |  }  (DEL)

DisplayName 表示用ユーザー名
半角 32文字以内で設定します。

CardID カード ID
[]に 1～ 9999999を設定します。

ICcardID ICカード ID
半角 32文字以内。
次の文字を入力すると、機械にインポートするときエラーに
なります。
（0x00 – 0x1F）  "  +  :  ;  <  >  ?  @  [  ]  `  {  |  } (DEL)

MailAddress 電子メールアドレス
半角 128文字以内。

CopyRestriction コピーの利用権限
次から選択、または空欄にします。初期値は「noRestriction」
です。
-カラー機の場合
･noRestriction：制限なし
･monochrome：白黒制限
･limitedColorAndMonochrome：単色・白黒制限
･color：カラー制限
･prohibit：全制限

-白黒機の場合
･noRestriction：制限なし
･prohibit：全制限
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PrintRestriction プリントの利用権限
次から選択、または空欄にします。初期値は「noRestriction」
です。
-カラー機の場合
･noRestriction：制限なし
･monochrome：白黒制限
･limitedColorAndMonochrome：単色・白黒制限
･color：カラー制限
･prohibit：全制限

-白黒機の場合
･noRestriction：制限なし
･prohibit：全制限

ScanRestriction スキャンの利用権限
次から選択、または空欄にします。初期値は「noRestriction」
です。
･ noRestriction：制限なし
･monochrome：白黒制限
･ limitedColorAndMonochrome：単色・白黒制限
･ color：カラー制限
･ prohibit：全制限

FaxRestriction ファクスの利用権限
次から選択、または空欄にします。初期値は「noRestriction」
です。
･ noRestriction：制限なし
･ prohibit：全制限

CopyMonoImpressionsLimit コピー ×白黒の上限値
1～ 9999999を設定します。
機能がない場合も表示されます。

CopyColorImpressionsLimit コピー ×カラーの上限値
1～ 9999999を設定します。
白黒機の場合も表示されます。

PrintMonoImpressionsLimit プリント ×白黒の上限値
1～ 9999999を設定します。
機能がない場合も表示されます。

PrintColorImpressionsLimit プリント ×カラーの上限値
1～ 9999999を設定します。
白黒機の場合も表示されます。

ScanMonoImpressionsLimit スキャン ×白黒の上限値
1～ 9999999を設定します。
機能がない場合も表示されます。

ScanColorImpressionsLimit スキャン ×カラーの上限値
1～ 9999999を設定します。
機能がない場合も表示されます。

項目 値
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宛先表情報

項目 値

Order Number システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name 設定情報名

Description メモ情報

DeleteOperation 宛先表削除用。
宛先表を削除する場合、「D」を入力します。

Identifier 短縮番号
1～ 2000を設定します。

AddressType 宛先種別
選択、または空欄にします。

Name 宛先名
半角、全角、合わせて 18文字以内。

Key 索引文字
半角、または全角 1文字。

fLineType 回線指定
次から選択、または空欄にします。
･ PBX：内線
･ PSN：外線

fRecipientNumber 宛先 (電話番号 /SIPアドレス )
[]に 128バイトの文字列を設定します。

fCommunicationMode 通信モード
次から選択、または空欄にします。
･G3AEG3：自動
･G3AE4800：国際通信
･G4：G4自動

fResolution 送信画質
次から選択、または空欄にします。
･DEF：パネルの設定に従う
･NORMAL：標準
･ FINE：高画質
･ 400：超高画質（400 dpi）
･ 600：超高画質（600 dpi）

fCoverNote 送信シート
選択、または空欄にします。

fRecipientComment 送信先コメント番号
[] に 1 ～ 50 を設定します。コメントを付けない場合は [0]
にします。
「fCoverNote」を「TRUE」にした場合、必ず設定します。
デバイス設定編集ツールに表示されている「Identifier」を設
定します。
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fSenderComment 発信元コメント番号
[] に 1 ～ 50 を設定します。コメントを付けない場合は [0]
にします。
「fCoverNote」を「TRUE」にした場合、必ず設定します。
デバイス設定編集ツールに表示されている「Identifier」を設
定します。

fMaximumImageSize 最大蓄積サイズ
選択、または空欄にします。

fDelayedStart 時刻指定通信
選択、または空欄にします。

fDelayedStartHour 時刻 指定通信（時）
0～ 23を設定します。

fDelayedStartMinute 時刻 指定通信（分）
0～ 59を設定します。

fMailBox 親展通信する
選択、または空欄にします。

fMailBoxPassword パスワード
[]に 0～ 9の 4つの数字で設定します。
新しくパスワードを設定する場合、設定します。

fMailBoxEncryptedPassword 暗号化された暗証番号／パスワード

fMailBoxNumber 親展通信・親展ボックス番号
1～ 999で設定します。
「fMailBox」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定します。

fRelayBroadcast 中継同報指示
選択、または空欄にします。

fRelayStationID 中継同報・中継局 ID
1～ 99で設定します。
「fRelayBroadcast」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定
します。

fPrintAtRelayStation 中継同報・中継局出力指示
選択、または空欄にします。
「fRelayBroadcast」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定
します。

項目 値
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fBroadcastRecipients 中継同報・同報送信先
40 文字固定の書式で設定します。設定する番号がない場合
は、00を設定します。
短縮番号やグループ番号で最大 20件設定できます。
･ 01～ 99：通常指定
･ **：全局指定
･ n*：n=0～ 9
･ #1～ #9：グループ指定
「*」は、文字そのものを表します。
-設定例
例 1：01, 03, #2, **, 0*を指定する場合
0103#2**0*000000000000000000000000000000
例 2： 短縮番号 01番のみ指定する場合、
0100000000000000000000000000000000000000
例 3：短縮番号 01,02,03番を指定する場合
0102030000000000000000000000000000000000
例 4：全局指定の場合
**00000000000000000000000000000000000000

fChargeTime 課金情報の設定
次から選択、または空欄にします。
･ TRUE：fChargeTime1～ 3がある場合
･ FALSE：：fChargeTime1～ 3がない場合

fChargeTime1 課金通信時間（昼間料金：秒）
0～ 2559で設定します。
「fChargeTime」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定します。

fChargeTime2 課金通信時間（夜間料金：秒）
0～ 2559で設定します。
「fChargeTime」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定します。

fChargeTime3 課金通信時間（深夜料金：秒）
0～ 2559で設定します。
「fChargeTime」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定します。

fFcode Fコード
[]に 20バイト以内の ASCII文字を設定します。
設定できる文字は、0～ 9　*　#　（スペース）です。
途中のスペース入力は可能です。

fPasswordForFCode パスワード（Fコード）
[]に 20バイト以内の ASCII文字を設定します。
新しくパスワードを設定する場合、設定します。

fEncryptedPasswordForFCode パスワード（暗号文）
エクスポートするときに設定されている場合、表示されます。

fModemSpeed モデムスピード
選択、または空欄にします。

fECMForbid ECM強制禁止
選択、または空欄にします。

fSuperG3Forbid Super G3禁止
選択、または空欄にします。

項目 値
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fJBIGForbid JBIG強制禁止
選択、または空欄にします。

fRedialTimes リダイヤル回数
0～ 9を設定します。

fSendingLevel 送出レベル（単位 dBm）
-15～ 0を設定します。

fReceivingLevel 着信レベル（単位 dBm）
-50～ 0を設定します。

iAddress 宛先（メールアドレス）
[]に 128バイトの文字列を設定します。

iProfile インターネットファクスプロファイル
選択、または空欄にします。

iCommunicationMode 通信モード
選択、または空欄にします。

iResolution 送信画質
選択、または空欄にします。

iMaximumImageSize 最大蓄積サイズ
選択、または空欄にします。

iDelayedStart 時刻指定送信
選択、または空欄にします。

iDelayedStartHour 時刻指定通信（時）
0～ 23を設定します。
「iDelayedStart」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定し
ます。

iDelayedStartMinute 時刻指定通信（分）
0～ 59を設定します。
「iDelayedStart」を「TRUE」に設定した場合、必ず設定し
ます。

mSurname 姓

mGivenName 名

mAddress 宛先 (メールアドレス )

mAuxiliaryItem1 補助項目 1

mAuxiliaryItem2 補助項目 2

mAuxiliaryItem3 補助項目 3

sType 転送プロトコル
選択、または空欄にします。

sAddress サーバの FQDN、または IPアドレス
･ FQDN：64バイト
･ IPv4：32バイト
･ IPv6：128バイト

項目 値
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アドレス帳情報

sPort1 ポート番号
1-65535
デバイス側で標準ポートを指定している場合、「0」を設定し
ます。

sUserName ログイン名
･ FTP：32バイト
･ SMB：97バイト

sPassword パスワード
32文字以内の ASCII文字で設定します。
新しくパスワードを設定する場合、設定します。

sEncryptedPassword 暗号化パスワード

sVolume 共有名
全角 32文字以内で設定します。

sPath 保存場所
128バイト以内の Shift-JISで設定します。

項目 値

Order Number システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name 設定情報名

Description メモ情報

宛先属性情報

DeleteOperation ユーザー情報削除用。
ユーザー情報を削除する場合、「D」を入力します。

MFCNTID 宛先 ID
･送信先：10000件登録できます。
･グループ：500件登録できます。

MFCN 宛先名
128文字以内で設定します。
必ず設定します。

MFGN 名
32文字以内で設定します。

MFSN 姓
32文字以内で設定します。

MFCPN 会社名
64文字以内で設定します。

MFCNTTYPE 宛先タイプ
･ 0：送信先
･ 1：グループ

MFIKEY 索引文字

項目 値
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MFGRPDN 短縮番号

MFGRPADDRT アドレス種別

MFGRPFAVORITE お気に入り

MFGRPMEMBERNUM メンバー数

MFGRPMEMBER メンバー

FAXアドレス属性情報

MFDN_FAX 短縮番号

MFADDRT_FAX アドレス種別

MFDESTFAVORITE_FAX お気に入り

MFDESTONETOUCHDIAL_FAX ワンタッチ番号

MFLINE 回線指定
選択、または空欄にします。

MFFAX 宛先（電話番号）
128文字以内の ASCII文字で設定します。
必ず設定します。

FAXCN 送信ヘッダ宛先名
18文字以内で設定します。

MFCMODE 通信モード
選択、または空欄にします。

MFSRESO 送信画質
選択、または空欄にします。

MFSHEET 送信シート
選択、または空欄にします。

MFSHEETC1 送信先コメント
[] に 1 ～ 50 を設定します。コメントを付けない場合は [0]
にします。
「MFSHEET」を「つける」にした場合、必ず設定します。

MFSHEETC2 発信元コメント
[] に 1 ～ 50 を設定します。コメントを付けない場合は [0]
にします。
「MFSHEET」を「つける」にした場合、必ず設定します。

MFPMAX 最大蓄積サイズ
選択、または空欄にします。

MFTMSND 時刻指定通信
選択、または空欄にします。

MFTMSNDH 時刻指定通信（時）
0～ 23を設定します。
「MFTMSND」を「する」に設定した場合、必ず設定します。

MFTMSNDM 時刻指定通信（分）
0～ 59を設定します。
「MFTMSND」を「する」に設定した場合、必ず設定します。

項目 値



3  付録

94

MFMBOX 親展通信
選択、または空欄にします。

MFMBOXPS 親展通信・親展ボックス暗証番号
0～ 9の ASCII文字 4つで設定します。
「MFMBOX」を「する」に設定した場合、設定できます。

MFMBOXID 親展通信・親展ボックス番号
「MFMBOX」を「する」に設定した場合、必ず設定します。

MFCHRGT1 課金通信時間（昼間料金：秒）
0～ 2559で設定します。
部門管理キットを設定している場合、必ず設定します。

MFCHRGT2 課金通信時間（夜間料金：秒）
0～ 2559で設定します。
部門管理キットを設定している場合、必ず設定します。

MFCHRGT3 課金通信時間（深夜料金：秒）
0～ 2559で設定します。
部門管理キットを設定している場合、必ず設定します。

MFFCODE Fコード
20文字以内の ASCII文字で設定します。
設定できる文字は、0～ 9　*　#　（スペース）です。

MFPCODE パスワード（Fコード）
20文字以内の ASCII文字で設定します。
設定できる文字は、0～ 9　*　#　（スペース）です。

MFSG3FRBT Surper G3禁止
選択、または空欄にします。

MFMDMSPD モデムスピード
選択、または空欄にします。

MFECMFRBT ECM強制禁止
選択、または空欄にします。

MFJBIGFRBT JBIG強制禁止
選択、または空欄にします。

MFRDTIMES リダイヤル回数
0～ 9を設定します。

MFSNDLV 送出しレベル（単位 dBm）
0～ 15を設定します。

MFRCVLV 着信レベル（単位 dBm）
0～ 50を設定します。

IFAXアドレス属性情報

MFDN_IFAX 短縮番号

MFADDRT_IFAX アドレス種別

MFDESTFAVORITE_IFAX お気に入り

MFDESTONETOUCHDIAL_IFAX ワンタッチ番号

項目 値
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MFIFAX メールアドレス
128文字以内の ASCII文字で設定します。

MFTIFF インターネットファクスプロファイル
選択、または空欄にします。

MFIFAXSRESO 送信画質
選択、または空欄にします。

MFIFAXPMAX 最大蓄積サイズ
選択、または空欄にします。

MFIFAXCERTID 証明書 ID

メールアドレス属性情報

MFDN_MAIL 短縮番号

MFADDRT_MAIL アドレス種別

MFDESTFAVORITE_MAIL お気に入り

MFDESTONETOUCHDIAL_MAI
L

ワンタッチ番号

MFMAIL メールアドレス

MFAUX1 補助項目 1

MFAUX2 補助項目 2

MFAUX3 補助項目 3

MFCERTSEQNUM S/MIME用証明書の連番号

サーバーアドレス属性情報

MFDN_SERVER 短縮番号

MFADDRT_SERVER アドレス種別

MFDESTFAVORITE_SERVER お気に入り

MFDESTONETOUCHDIAL_SER
VER

ワンタッチ番号

MFSVRT サーバー種別
選択、または空欄にします。

MFSVRADDR サーバーの FQDN、または IPアドレス
必ず設定します。

MFPORT1 ポート番号
1～ 65535を設定します。

MFUSER ユーザー名
97文字以内で設定します。

MFSVRPASSWD パスワード
CP1252 32文字以内で設定します。

MFSVRENCRYPTEDPASSWD 暗号化パスワード

項目 値
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MFVOLUME 共有名
SC6036 64文字以内で設定します。
「MFSVRT」を「SMB」に設定した場合、必ず設定します。

MFPATH 転送先のパス名
128文字以内で設定します。

IPファクスアドレス属性情報

MFDN_IPFAX 短縮番号

MFADDRT_IPFAX アドレス種別

MFDESTFAVORITE_IPFAX お気に入り

MFDESTONETOUCHDIAL_IPFA
X

ワンタッチ番号

MFIPFAX SIPアドレス
128文字以内の ASCII文字で設定します。
必ず設定します。

MFIPFAXCN 送信ヘッダ用宛先名

MFIPFAXCMODE 通信モード
選択、または空欄にします。

MFIPFAXSRESO 送信画質
選択、または空欄にします。

MFIPFAXSHEET 送信シート
選択、または空欄にします。

MFIPFAXSHEETC1 送信先コメント
[] に 1 ～ 50 を設定します。コメントを付けない場合は [0]
にします。
「MFIPFAXSHEET」を「つける」にした場合は、必ず設定し
ます。

MFIPFAXSHEETC2 発信元コメント
[] に 1 ～ 50 を設定します。コメントを付けない場合は [0]
にします。
「MFSHEET」を「TRUE」にした場合、必ず設定します。

MFIPFAXPMAX 最大蓄積サイズ
選択、または空欄にします。

MFIPFAXTMSND 時刻指定通信
選択、または空欄にします。

MFIPFAXTMSNDH 時刻指定通信（時）
0～ 23を設定します。
「MFIPFAXTMSND」を「する」に設定した場合、必ず設定し
ます。

MFIPFAXTMSNDM 時刻指定通信（分）
0～ 59を設定します。
「MFIPFAXTMSND」を「する」に設定した場合、必ず設定し
ます。

項目 値
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MFIPFAXMBOX 親展通信指示
選択、または空欄にします。

MFIPFAXMBOXPS 親展通信・親展ボックス暗証番号
0～ 9の ASCII文字 4つで設定します。
「MFIPFAXMBOX」を「する」に設定した場合、設定できます。

MFIPFAXMBOXID 親展通信・親展ボックス番号
1～ 999を設定します。
「MFIPFAXMBOX」を「する」に設定した場合、必ず設定し
ます。

MFIPFAXCHRGT1 課金通信時間（昼間料金：秒）
0～ 2559で設定します。
部門管理キットを設定している場合、必ず設定します。

MFIPFAXCHRGT2 課金通信時間（夜間料金：秒）
0～ 2559で設定します。
部門管理キットを設定している場合、必ず設定します。

MFIPFAXCHRGT3 課金通信時間（深夜料金：秒）
0～ 2559で設定します。
部門管理キットを設定している場合、必ず設定します。

MFIPFAXFCODE Fコード
20文字以内の ASCII文字で設定します。
設定できる文字は、0～ 9　*　#　（スペース）です。

MFIPFAXPCODE パスワード（Fコード）
20文字以内の ASCII文字で設定します。
設定できる文字は、0～ 9　*　#　（スペース）です。

MFIPFAXENCRYPTEDPASSWD 暗号化パスワード

MFIPFAXSG3FRBT Surper G3禁止
選択、または空欄にします。

MFIPFAXMDMSPD モデムスピード
選択、または空欄にします。

MFIPFAXECMFRBT ECM強制禁止
選択、または空欄にします。

MFIPFAXJBIGFRBT JBIG強制禁止
選択、または空欄にします。

MFIPFAXRDTIMES リダイヤル回数
0～ 9を設定します。

MFIPFAXSNDLV 送出しレベル（単位 dBm）
0～ 15を設定します。

MFIPFAXRCVLV 着信レベル（単位 dBm）
0～ 50を設定します。

項目 値
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親展ボックス

グループダイヤル

項目 値

Order ID システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name システム管理の項目です。

Description システム管理の項目です。

DeleteOperation ユーザー情報削除用
ユーザー情報を削除する場合、「D」を入力します。

Identifier 親展ボックス番号
1～ 500を設定します。

Name 親展ボックス名称
半角、全角、合わせて 20文字以内で設定します。

PasswordMode アクセス制限
･ None：常にパスワードは入力しません。
･ Read：読み込み時（親展ボックスからの文書取り出し時）にパス
ワードを入力します。
･Write：書き込み時（親展ボックスへの文書ストア時）にパスワー
ドを入力します。
･ Always：常にパスワードを入力します。

DocumentAutoDelete 文書取り出し後の削除
「TRUE」、または「FALSE」を入力します。
文書を取り出したあとに削除する場合は、「TRUE」を選択し
ます。

DocumentTimeLimitDelete 保存期間経過文書の削除
「TRUE」、または「FALSE」を入力します。
保存期間が経過した文書を自動で削除する場合は、「TRUE」
を選択します。

Owner 親展ボックスの所有者（UserID）
32文字以内の ASCII文字で設定します。
インポートするときに設定されていない場合は、「11111」が
自動的に設定されます。

JobTemplateID 関連付けられている指示書の識別子

JobTemplateAutoRun 関連付けられている指示書を文書格納時に起動する、または
しないを設定します。
「TRUE」、または「FALSE」を選択します。
「JobTemplateID」が「0」または空欄の場合、参照しません。

Password パスワード
[] に半角 20文字以内の数字を設定します。

EncryptedPassword システム管理の項目です。

項目 値

Order ID システム管理の項目です。
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電話番号 /G3ID別ボックスセレクター

ファクスコメント

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name システム管理の項目です。

Description システム管理の項目です。

DeleteOperation ユーザー情報削除用
ユーザー情報を削除する場合、「D」を入力します。

Identifier グループダイヤル ID
1～ 50を設定します。

Name グループダイヤル名
半角、全角、合わせて 18文字以内で設定します。

Member メンバー
数字とワイルドカード（*）が入力できます。登録できるメン
バー数は、最大 20 件です。
数字の場合、1 ～ 2000 を設定します。
例：1,200,1001
ワイルドカードの場合、4 桁で入力します。数字 1 文字を *
で入力します。
例：000*,00**
複数入力する場合は、複数行に分けて入力します。

項目 値

Order ID システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name システム管理の項目です。

Description システム管理の項目です。

DeleteOperation ユーザー情報削除用
ユーザー情報を削除する場合、「D」を入力します。

Identifier 番号
1～ 500を設定します。

Method セレクト方法

TelephoneNumber 電話番号
[] に半角 20文字以内の英数字を設定します。

BoxId ボックス番号
1～ 500を設定します。

項目 値

Order ID システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

項目 値
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デバイス

注意制限事項
・ デバイス設定編集ツールでは、デバイス設定データの範囲の正確な定義はできません。正確
な値の範囲の定義は、移行先の複合機にインストールされている設定バックアップ（複合機
のカスタムサービスまたはプラグイン）で行います。 

・ 設定データの中には、編集不可のもの（例えば、ユーザ設定の UserID）、ユーザに表示して
も意味をなさないもの（例えば、暗号化されたパスワードなど）があります。これらの設定
データが、移行できるかどうかは、移行先の複合機に依存します。

・ 上位機種で作成したジョブフローが、下位機種と互換性のない機能アイテム（例：スキャン）
を含む場合、そのジョブフローを下位機種に移行しても、元のジョブフローを作成したツー
ルを使って編集することはできず、下位機種から実行することもできません。

・ 日本国外のお客様は集計管理モードを［Xerox Standard Accounting］に設定している複合
機（旧富士ゼロックス社製）では、デバイス設定編集ツールを利用できません。

・ 多要素認証の注意制限については、次のウェブサイトをご覧ください。
日本国内のお客様は下記のウェブサイトを参照ください。
https://direct-fb.fujifilm.com/ap1/sc/auth/ja/notes/mfa/index.html
日本国外のお客様は下記のウェブサイトを参照ください。
https://direct-fb.fujifilm.com/ap2/sc/auth/ja/notes/mfa/index.html

Settings Information Name システム管理の項目です。

Description システム管理の項目です。

DeleteOperation ユーザー情報削除用
ユーザー情報を削除する場合、「D」を入力します。

Identifier 番号
1～ 500を設定します。

Comment コメント
Shift-JISで、全角または半角で 18文字まで設定します。

項目 値

Order ID システム管理の項目です。

Order Comments システム管理の項目です。

Settings Information Name システム管理の項目です。

Description システム管理の項目です。

LocalName 自局名
ASCIIおよび半角カタカナで 20文字までで設定します。

CompanyLogo 全角（Shift-JIS）、または半角（ASCII）で 30 文字までで設
定します。

項目 値
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